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本
稿
は
前
稿
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
四
「
龍
」
七
―
」

（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
五
十
四
号 
二
〇
二
三
年
）
に
続
き
、『
太
平
広

記
』
の
巻
四
百
二
十
五
に
収
め
ら
れ
た
二
十
一
話
の
訳
注
で
あ
る
。『
太

平
広
記
』
は
北
宋
の
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
の
説
話
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
訳
注
を
行
う
こ
と
は
今
後
の
中
国
文
学
・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。
な
お
本
巻
の
後
半
十
三
話
は
、

「
龍
」
の
下
位
分
類
と
し
て
「
蛟
」
の
項
目
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た
『
太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま
っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も
『
太
平
広

記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

先
に
記
し
た
通
り
、
当
研
究
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
大

流
行
を
受
け
て
令
和
二
年
一
月
三
十
日
開
催
の
第
二
百
十
三
回
を
も
っ
て

休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
五
年
十
月
十
六
日
、
三
年
半
ぶ

り
に
活
動
を
再
開
し
た
。
今
後
も
細
々
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
十
八
「
龍
」
一
（
上
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三

号 

二
〇
〇
八
年
）、「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
「
龍
」
三
（
下
）

―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
八
号 

二
〇
一
三
年
）
及
び
前
号
に

記
し
た
通
り
で
あ
る
。
作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き
と
す
る
。

　

な
お
本
稿
を
以
て
十
六
年
に
渡
っ
た
「
龍
」
部
の
訳
注
は
完
了
と
な
る
。

長
き
に
わ
た
っ
て
連
載
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
熊
本
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
会
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

◇
「
龍
」

○
74
「
張
温
」

〔
本
文
〕

　

王
蜀
時
、
梓
州
有
張
温
者
好
捕
魚
。
曾
作
客
館
鎭
將
。
夏
中
、
携
賓
觀

『
太
平
広
記
』
訳
注

―
―
巻
四
百
二
十
五
「
龍
」
八
―
―

太
平
広
記
読
書
会
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魚
、
偶
遊
近
龍
潭
之
下
。
熱
甚
、
志
不
快
。
自
入
水
擧
網
、
獲
一
魚
長
尺

許
。
鬐
鱗
如
金
、
撥
剌
不
已
。
俯
岸
人
皆
異
之
。
逡
巡
晦
暝
、
風
雨
驟
作
。

温
惶
駭
、
奔
走
數
里
、
依
然
烈
景
。

　

或
曰
、「
所
獲
金
魚
、
即
潭
龍
也
。
是
知
龍
爲
魚
服
、
自
貽
其
患
。
苟

無
風
雨
之
變
、
亦
難
逃
鼎
俎
矣
。
龍
潭
取
魚
、
亦
宜
戒
愼
。」（
出
『
北
夢

瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

王
蜀
の
時
、
梓
州
に
張
温
な
る
者
有
り 

好
み
て
魚
を
捕
ら
ふ
。
曾
て

客
館
の
鎮
将
と
作な

る
。
夏
中
、
賓
を
携
へ
て
魚
を
観
る
に
、
偶た
ま

た
ま
遊

び
て
竜
潭
の
下
に
近
し
。
熱
き
こ
と
甚
だ
し
く
、
志
快
こ
こ
ろ
よ

か
ら
ず
。
自
ら

水
に
入
り
て
網
を
挙
ぐ
る
に
、
一
魚
の
長た
け 

尺
許ば
か
り

な
る
を
獲
。
鬐き

鱗り
ん 

金

の
如
く
、
撥は
つ

剌ら
つ

と
し
て
已
ま
ず
。
岸
に
俯
せ
し
人 
皆 

之
を
異
と
す
。
逡

巡
に
し
て
晦
暝
し
、
風
雨 

驟に
は

か
に
作お
こ

る
。
温 

惶
駭
し
、
奔
走
す
る
こ
と

数
里
、
依
然
と
し
て
烈
景
あ
り
。

　

或
る
ひ
と
曰
く
、「
獲
る
所
の
金
魚
は
、
即
ち
潭
竜
な
り
。
是 

竜 

魚

服
を
為
し
、
自
ら
其
の
患
ひ
を
貽お
く

る
を
知
る
。
苟い
や
し

く
も
風
雨
の
変
無
か

り
せ
ば
、
亦
た
鼎
俎
を
逃
れ
難
か
ら
ん
。
竜
潭
に
魚
を
取
る
は
、
亦
た
宜

し
く
戒
慎
す
べ
し
」
と
。

〔
語
注
〕

○
王
蜀　

五
代
十
国
の
一
つ
、
前
蜀
（
八
九
一
～
九
二
五
）
の
こ
と
。
王

を
姓
と
す
る
の
で
、
王
蜀
と
い
う
。
西
川
節
度
使
王
建
が
東
川
、
山
南
西

道
、
荊
南
の
一
部
を
確
保
、
天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
の
唐
滅
亡
の
折
に
は

檄
を
飛
ば
し
て
諸
勢
力
を
糾
合
し
よ
う
と
し
た
が
応
ず
る
者
無
く
、
自
ら

帝
位
に
つ
い
て
国
号
を
蜀
と
し
た
。
後
主
王
衍
の
時
、
後
唐
荘
宗
に
滅
ぼ

さ
れ
る
。
○
梓
州　

現
在
の
四
川
省
三
台
県
一
帯
。
○
張
温　

未
詳
。
正

史
に
は
見
え
な
い
。
○
客
館　

賓
客
を
置
く
と
こ
ろ
。
ま
た
宿
屋
。
○
鎭

將　

地
方
軍
隊
の
長
。
こ
こ
で
は
宿
屋
の
用
心
棒
の
よ
う
な
も
の
か
。
○

鬐
鱗　
「
鬐
」
は
背
び
れ
、「
鱗
」
は
う
ろ
こ
。
○
撥
剌　

魚
の
跳
ね
上

が
る
音
の
様
。
○
魚
服　

魚
で
な
い
者
が
魚
の
恰
好
を
す
る
こ
と
。
尊
者

が
貧
者
の
服
装
を
す
る
こ
と
を
言
う
。
張
衡
「
東
京
賦
」（『
文
選
』
巻
三
）

に
「
白
龍
魚
服
、
見
困
豫
且
。」（
白
竜 

魚
服
し
、
予
且
に
困く
る

し
め
ら
る
。）

と
あ
り
、
薛
綜
注
に
「『
説
苑
』
曰
、
呉
王
欲
從
民
飮
。
伍
子
胥
曰
、
昔

白
龍
下
淸
泠
之
淵
、
化
爲
魚
、
豫
且
射
中
目
。
白
龍
不
化
、
豫
且
不
射
。

君
今
棄
萬
乘
之
位
、
而
從
於
臣
、
恐
有
豫
且
之
患
。」（『
説
苑
』
に
曰
く
、

呉
王 

民
の
飲
に
従
は
ん
と
欲
す
。
伍
子
胥
曰
く
、「
昔
白
竜 

清
泠
の
淵

に
下
り
、
化
し
て
魚
と
為
り
、
予
且 

射
て
目
に
中あ

つ
。
白
竜 

化
せ
ざ
れ

ば
、
予
且 

射
ず
。
君 

今 

万
乗
の
位
を
棄
て
、
而
し
て
臣
に
従
は
ば
、

恐
ら
く
は
予
且
の
患
有
ら
ん
」
と
。）
と
あ
る
。
○
自
貽
其
患　

こ
の
話

の
よ
う
に
自
分
で
自
分
を
害
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
仏
典
に
は
し
ば
し
ば

竜
が
生
来
苦
し
み
を
受
け
続
け
る
存
在
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
巻
十
八
「
畜
生
品
」（
大
正
蔵
七
二
一
）

に
「
知
此
衆
生
、
於
人
中
時
、
愚
癡
之
人
、
以
瞋
恚
心
、
焚
燒
僧
房
、
聚

落
城
邑
。
如
是
惡
人
、
身
壞
命
終
、
墮
於
地
獄
、
受
無
量
苦
。
從
地
獄
出
、

生
於
龍
中
。
以
前
世
時
以
火
燒
人
村
落
僧
房
、
以
是
因
縁
受
畜
生
身
、
熱

沙
所
燒
。」（
知
る 

此
の
衆
生
、
人
中
の
時
に
於
い
て
、
愚
痴
の
人
、
瞋し
ん

恚い

の
心
を
以
て
、
僧
房
、
聚
落 

城
邑
を
焚
焼
す
。
是
の
如
き
悪
人
、
身 

壊



－ 44 －

れ 
命 

終
は
れ
ば
、
地
獄
に
堕
ち
、
無
量
の
苦
を
受
く
。
地
獄
よ
り
出
づ

れ
ば
、
竜
中
に
生
ず
。
前
世
の
時 

火
を
以
て
人
の
村
落
僧
房
を
焼
く
を

以
て
、
是
の
因
縁
を
以
て
畜
生
の
身
を
受
け
、
熱
沙
の
焼
く
所
と
な
る
。）

と
あ
る
。
屋
敷
信
晴
「
六
朝
・
唐
代
龍
類
小
説
と
仏
教　

―
「
倶
名
国
」

と
「
柳
毅
伝
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
富
永
一
登
先
生
退
休
記
念
論
集　

中

国
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
』
研
文
出
版 

二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。
○

鼎
俎　

か
な
え
と
ま
な
板
。
料
理
す
る
こ
と
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

二
十

巻
。
宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。

北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊
州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に

よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に
は
無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が

補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

前
蜀
の
時
、
梓
州
に
魚
を
捕
る
の
が
好
き
な
張
温
と
い
う
者
が
い
た
。

か
つ
て
宿
屋
の
用
心
棒
を
し
て
い
た
時
、
夏
に
客
と
一
緒
に
魚
を
見
に

行
っ
て
、
た
ま
た
ま
竜
潭
の
ほ
と
り
に
や
っ
て
来
た
。
と
て
も
暑
く
て
、

気
分
が
悪
か
っ
た
。
張
温
が
自
ら
淵
に
入
っ
て
網
を
引
き
上
げ
る
と
、
一

尺
（
三
一
．
一
㎝
）
く
ら
い
の
大
き
さ
の
魚
が
入
っ
て
い
た
。
背
び
れ
と

鱗
は
金
色
を
し
て
い
て
、
ぴ
ち
ぴ
ち
と
跳
ね
続
け
て
い
た
。
岸
に
伏
せ
て

い
た
人
々
は
皆
不
思
議
だ
と
思
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
辺
り
は
真
っ
暗

に
な
り
、
風
や
雨
が
急
に
起
こ
っ
た
。
張
温
が
驚
い
て
何
里
（
一
里
＝

五
五
九
．
八
ｍ
）
か
走
っ
て
逃
げ
る
と
、
も
と
の
ま
ま
強
い
日
差
し
が
降

り
注
い
で
い
た
。

　

あ
る
人
の
話
で
は
、「
捕
ま
え
た
金
色
の
魚
は
、
潭
の
竜
で
あ
る
。
こ

れ
は
竜
が
魚
の
格
好
を
し
て
、
自
ら
を
苦
し
め
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
。
も
し
風
雨
の
異
変
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
ら
、
竜
は
厨
房
行
き

は
免
れ
難
か
っ
た
だ
ろ
う
。
竜
潭
で
魚
を
取
る
の
は
戒
め
た
方
が
良
い
だ

ろ
う
。」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

○
75
「
郭
彦
郞
」

〔
本
文
〕

　

世
言
乖
龍
苦
於
行
雨
、
而
多
竄
匿
、
爲
雷
神
捕
之
。
或
在
古
木
及
檻
柱

之
内
。
若
曠
野
之
閒
、
無
處
逃
匿
、
即
入
牛
角
或
牧
童
之
身
。
往
往
爲
此

物
所
累
而
震
死
也
。

　

蜀
邸
有
軍
（
軍
原
作
靑
。
據
明
鈔
本
、
陳
校
本
改
。）
將
郭
彦
郞
者
。

行
舟
侠
江
、
至
羅
雲
漑
。
方
食
而
臥
、
心
神
恍
惚
如
夢
、
見
一
黄
衣
人
曰
、

「
莫
錯
。」
而
於
口
中
探
得
一
物
而
去
。
覺
來
、
但
覺
咽
喉
中
痛
。
於
時

篙
工
輩
但
見
船
上
雷
電
晦
暝
、
震
聲
甚
厲
。
斯
則
乖
龍
入
口
也
。

　

南
山
宣
律
師
、
乖
龍
入
中
指
節
、
又
非
虚
説
。
所
以
孔
聖
之
言
、「
迅

雷
風
烈
必
變
。」
可
不
敬
之
乎
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

世
に
言
ふ 

乖く
わ
い
り
う竜 

行
雨
に
苦
し
み
、
而
し
て
多
く
竄
匿
す
る
も
、
雷

神
の
之
を
捕
ふ
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
或
い
は
古
木
及
び
檻
柱
の
内
に
在
り
。

曠
野
の
間
の
若
き
は
、
処
と
し
て
逃
匿
す
る
無
く
ん
ば
、
即
ち
牛
角 

或

い
は
牧
童
の
身
に
入
る
。
往
往
に
し
て
此
の
物
の
累わ
づ
ら

は
す
所
と
為
り
て

震
死
す
る
な
り
。

　

蜀
邸
に
軍
将 
郭
彦
郎
な
る
者
有
り
。
舟
を
侠
江
に
行
か
し
め
、
羅
雲
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漑
に
至
る
。
方ま
さ

に
食
し
て
臥
す
る
に
、
心
神 

恍
惚
と
し
て
夢
み
る
が
如

く
、
一
黄
衣
人
を
見
る
に
曰
く
、「
錯た
が

ふ
莫
か
ら
ん
」
と
。
而
し
て
口
中

に
於
い
て
探
り
て
一
物
を
得
て
去
る
。
覚
め
て
来
こ
の
か
た

、
但
だ
咽
喉
の
中
の

痛
き
を
覚
ゆ
る
の
み
。
時
に
於
い
て
篙
工
の
輩 

但
だ
船
上
に
雷
電
あ
り

て
晦
暝
し
、
震
声
の
甚
だ
厲は
げ

し
き
を
見
る
の
み
。
斯こ

れ
則
ち
乖
竜 

口
に

入
る
な
り
。

　

南
山
の
宣
律
師
、
乖
竜 
中
指
節
に
入
る
は
、
又
た
虚
説
に
非
ず
。
所ゆ

以ゑ

に
孔
聖
の
言
に
、「
迅
雷
風
烈
に
は
必
ず
変
ず
」
と
。
之
を
敬
は
ざ
る
べ

け
ん
や
。

〔
語
注
〕

○
乖
龍　

災
い
を
も
た
ら
す
竜
。
雷
に
追
わ
れ
て
物
の
中
に
隠
れ
る
と
い

う
。
白
居
易
「
偶
然
二
首
」
其
二
（『
白
居
易
詩
集
校
注
』
巻
十
六
）
に

「
乖
龍
藏
在
牛
領
中
、
雷
撃
龍
來
牛
枉
死
。」（
乖
竜 
蔵か
く

れ
て
牛
の
領
中

に
在
り
、
雷 

竜
を
撃
ち
来
り
て 

牛 

枉
死
す
。）
と
あ
る
。
○
震
死　

雷

に
打
た
れ
て
死
ぬ
こ
と
。「
震
」
は
雷
の
意
。『
毛
詩
』
小
雅
「
十
月
之
交
」

に
「
爗
爗
震
電
、
不
寧
不
令
。」（
爗
爗
た
る
震
電
、
寧や
す

か
ら
ず 
令よ

か
ら

ず
。）
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
爗
爗
、
震
電
貌
。
震
、
雷
也
。」（
爗
爗
、
震

電
の
貌
。
震
、
雷
な
り
。）
と
あ
る
。
○
蜀
邸　
「
邸
」
は
王
侯
の
私
邸

や
役
所
の
こ
と
。
こ
こ
で
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
の
か
は
未
詳
。
或
い
は

「
蜀
郡
」
の
誤
り
か
。
蜀
郡
は
現
在
の
四
川
省
成
都
市
一
帯
。
○
郭
彦
郞

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
侠
江　

未
詳
。
近
い
地
名
と
し
て
は
、

嘉
州
北
部
、
峨
嵋
山
の
近
く
に
夾
江
県
が
あ
る
。
現
在
の
四
川
省
楽
山
市

夾
江
県
。
川
の
名
前
と
し
て
は
、
侠
河
と
い
う
川
が
現
在
の
河
北
省
涿
州

市
の
西
を
流
れ
て
い
る
が
、全
く
場
所
が
異
な
る
。『
水
経
注
』「
聖
水
注
」

に
「
聖
水
又
南
、
與
樂
水
合
。
水
出
縣
西
北
大
防
山
南
、
東
南
流
、
歴
縣

西
而
東
南
流
注
聖
水
。
…
（
中
略
）
…
又
東
與
俠
河
合
。」（
聖
水 

又
た

南
し
、
楽
水
と
合
す
。
水 

県
の
西
北
の
大
防
山
の
南
よ
り
出
で
、
東
南

流
し
、
県
の
西
を
歴
て
南
流
し
て
聖
水
に
注
ぐ
。
…
（
中
略
）
…
又
た
東

し
て
侠
河
と
合
す
。）
と
あ
る
。
○
羅
雲
漑　

未
詳
。「
漑
」
は
そ
そ
ぐ
の

意
。
こ
こ
で
は
灌
漑
用
の
水
路
の
よ
う
な
も
の
か
。
○
篙
工　

舟
竿
を
扱

う
船
員
。
船
頭
、
水
夫
。
○
南
山　

各
地
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
終
南
山

の
こ
と
。
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
の
南
南
西
に
在
る
名
山
。
唐
の
都
長
安

に
近
い
こ
と
か
ら
、
文
人
達
が
遊
ぶ
場
所
で
あ
る
と
共
に
、
隠
者
の
住
ま

う
所
と
し
て
知
ら
れ
た
。
○
宣
律
師　

僧
侶
の
名
。
釈
道
宣
（
五
九
六
～

六
六
七
）
の
こ
と
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
四
「
唐
京
兆
西
明
寺
道
宣
伝
」

に
よ
れ
ば
、
俗
姓
は
銭
、
丹
徒
、
或
い
は
長
城
の
人
。
二
十
歳
の
時
、
大

禅
定
寺
の
智
首
律
師
か
ら
具
足
戒
を
受
け
律
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
終
南

山
を
拠
点
と
し
て
諸
律
の
異
伝
を
求
め
諸
方
を
巡
っ
た
。『
四
分
律
刪
繁

補
闕
行
事
鈔
』『
続
高
僧
伝
』『
広
弘
明
集
』
な
ど
多
く
の
著
が
あ
る
。
同

じ
く
終
南
山
に
い
た
道
士
孫
思
邈
と
親
し
く
、
し
ば
し
ば
議
論
を
行
っ
て

い
た
と
い
う
。『
宣
室
志
』
巻
七
に
、
あ
る
日
道
宣
が
い
る
建
物
の
周
り

を
雷
が
ぐ
る
ぐ
る
飛
び
回
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
道
宣
は
蛟
に
取
り
憑
か
れ

た
の
か
と
思
い
指
の
爪
を
見
る
と
、
右
手
の
小
指
の
爪
に
ゴ
マ
の
よ
う
な

黒
い
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
指
先
を
壁
の
穴
か
ら
外
に
出
し
た
と
こ
ろ
、

大
き
な
音
が
し
て
指
が
半
分
無
く
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ
こ
に

「
黑
點
、
是
蛟
龍
之
藏
處
也
。」（
黒
点
は
、
是 

蛟
竜
の
蔵
れ
し
処
な
り
。）
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と
あ
る
。
○
孔
聖
之
言
迅
雷
風
烈
必
變　

孔
子
が
、
天
候
が
荒
れ
て
い
る

際
に
は
居
住
ま
い
を
正
し
て
天
に
敬
意
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
た
こ
と
を
い
う
。『
論
語
』「
郷
党
」
篇
に
「
有
盛
饌
、
必
變
色
而
作
。

迅
雷
風
烈
必
變
。」（
盛
饌
有
ら
ば
、
必
ず
色
を
変
じ
て
作た

つ
。
迅
雷
風
烈

に
は
必
ず
変
ず
。）
と
あ
り
、
邢
昺
疏
に
「
迅
雷
風
烈
必
變
者
、
迅
、
急

疾
也
。
風
疾
雷
爲
烈
。
此
陰
陽
氣
激
爲
天
之
怒
、
故
孔
子
必
變
容
以
敬
之

也
。」（「
迅
雷
風
烈
に
は
必
ず
変
ず
」
な
る
者
は
、
迅
は
、
急
疾
な
り
。

風 

疾
く
し
て
雷
あ
る
を
烈
と
為
す
。
此 

陰
陽
の
気
の
激
し
き
を
天
の
怒

り
と
為
し
、
故
に
孔
子 

必
ず
容
を
変
じ
て
以
て
之
を
敬
ふ
な
り
。）
と
あ

る
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と
三
十
巻
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代
の
軼
事
を
載
せ
て

い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊
州
夢
沢
の
北
に
い

た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に
は
無
く
、
民
国
の
繆

荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

世
間
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
、
乖
竜
は
雨
が
苦
手
で
隠
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
雷
神
に
捕
ま
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
古
い
木
や
建
物
の
欄

干
、
柱
の
中
に
隠
れ
る
の
だ
が
、
何
も
無
い
野
原
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
ど

こ
に
も
隠
れ
る
と
こ
ろ
が
無
い
の
で
、
牛
の
角
や
牧
童
の
身
体
の
中
に

入
っ
て
し
ま
い
、
身
体
に
入
ら
れ
た
も
の
は
し
ば
し
ば
こ
の
乖
竜
の
せ
い

で
雷
に
打
た
れ
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

　

蜀
の
役
所
に
郭
彦
郎
と
い
う
将
校
が
い
た
。
舟
で
侠
江
に
赴
き
、
羅
雲

漑
に
た
ど
り
つ
い
た
。
ち
ょ
う
ど
食
事
を
終
え
て
横
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て
夢
を
見
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
黄
色
の
衣
を

着
た
人
が
現
れ
、「
間
違
い
無
か
ろ
う
。」
と
言
い
、
郭
彦
郎
の
口
の
中
か

ら
何
か
を
探
り
取
っ
て
行
っ
た
。
郭
彦
郎
は
目
を
覚
ま
す
と
、
喉
の
痛
み

を
感
じ
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
時
水
夫
達
は
船
の
上
に
雷
が
閃
い
て
真
っ

暗
に
な
り
、
激
し
い
音
が
鳴
り
響
く
の
を
見
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
乖
竜
が
口
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

南
山
の
宣
律
師
の
中
指
の
関
節
に
乖
竜
が
入
っ
た
と
い
う
の
は
、
虚
妄

で
は
な
い
。
だ
か
ら
孔
子
の
言
葉
に
「
突
然
の
雷
や
激
し
い
風
の
際
に
は

必
ず
居
住
ま
い
を
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
敬
わ
な

い
訳
に
い
く
だ
ろ
う
か
。

○
76
「
王
宗
郞
」

〔
本
文
〕

　

蜀
庚
午
歳
、
金
州
刺
史
王
宗
郞
奏
洵
陽
縣
洵
水
畔
有
靑
煙
廟
。
數
日
、

廟
上
煙
雲
昏
晦
、
晝
夜
奏
樂
。
忽
一
旦
、
水
波
騰
躍
、
有
群
龍
出
於
水
上
、

行
入
漢
江
。
大
者
數
丈
、
小
者
丈
餘
。
如
五
方
之
色
、
有
如
牛
馬
驢
羊
之

形
。
大
小
五
十
、
累
累
接
跡
。
行
入
漢
江
、
却
過
廟
所
、
往
復
數
里
。
或

隱
或
見
、
三
日
乃
止
。（
出
『
録
異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

蜀
庚
午
の
歳
、
金
州
刺
史
王
宗
郎 

奏
す 

洵
陽
県
洵
水
の
畔
に
青
煙
廟

有
り
。
数
日
、
廟
上
に
煙
雲
あ
り
て
昏
晦
し
、
昼
夜 

楽
を
奏
す
。
忽
ち

一
旦
、
水
波 
騰
躍
し
、
群
竜
有
り
て
水
上
に
出
で
、
行
き
て
漢
江
に
入

る
。
大
な
る
者
は
数
丈
、
小
な
る
者
は
丈
余
。
五
方
の
色
の
如
く
、
牛
馬
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驢
羊
の
形
の
如
き
有
り
。
大
小 

五
十
、
累
累
と
し
て
跡
を
接
す
。
行
き

て
漢
江
に
入
り
、
却し
り
ぞ

き
て
廟
所
に
過よ

ぎ
り
、
往
復
す
る
こ
と
数
里
。
或

い
は
隠
れ 
或
い
は
見あ
ら
は

れ
、
三
日
に
し
て
乃
ち
止
む
。

〔
語
注
〕

○
蜀
庚
午
歳　

こ
こ
で
い
う
「
蜀
」
は
五
代
十
国
の
一
つ
、
前
蜀
（
八
九

一
～
九
二
五
）
の
こ
と
。
西
川
節
度
使
王
建
が
東
川
、
山
南
西
道
、
荊
南

の
一
部
を
確
保
、
天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
の
唐
滅
亡
の
折
に
は
檄
を
飛
ば

し
て
諸
勢
力
を
糾
合
し
よ
う
と
し
た
が
応
ず
る
者
無
く
、
自
ら
帝
位
に
つ

い
て
国
号
を
蜀
と
し
た
。
後
主
王
衍
の
時
、
後
唐
荘
宗
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

前
蜀
の
「
庚
午
歳
」
は
武
成
三
年
（
九
一
〇
）
に
当
た
る
。
○
金
州　

現

在
の
陝
西
省
安
康
市
一
帯
。
○
王
宗
郞　
「
王
宗
朗
」
の
こ
と
か
。『
資

治
通
鑑
』
巻
二
百
六
十
五
「
唐
紀
・
昭
宣
帝
」
に
天
祐
二
年
（
九
〇
五
）

の
記
事
と
し
て
「
王
宗
賀
等
攻
馮
行
襲
、
所
向
皆
捷
。
丙
子
、
行
襲
棄
金

州
、
奔
均
州
。
其
將
全
師
朗
以
城
降
。
王
建
更
師
朗
姓
名
曰
王
宗
朗
、
補

金
州
觀
察
使
、
割
渠
、
巴
、
開
三
州
以
隸
之
。」（
王
宗
賀
等 
馮
行
襲
を

攻
め
、
向
か
ふ
所 

皆
捷か

つ
。
丙
子
、
行
襲 

金
州
を
棄
て
、
均
州
に
奔
る
。

其
の
将 

全
師
朗 

城
を
以
て
降
る
。
王
建 

師
朗
の
姓
名
を
更あ
ら
た

め
て
王
宗

朗
と
曰
は
し
め
、
金
州
観
察
使
に
補
ひ
、
渠
、
巴
、
開
三
州
を
割
き
て
以

て
之
を
隷
せ
し
む
。）
と
あ
る
。
○
洵
陽
縣　

現
在
の
陝
西
省
旬
陽
市
附

近
。
○
洵
水　

川
の
名
。
現
在
の
秦
嶺
山
脈
の
南
か
ら
南
流
し
、
旬
陽
市

附
近
で
漢
水
に
流
れ
込
む
。『
山
海
経
』「
南
山
経
」
に
「
又
東
四
百
里
曰

洵
山
。
其
陽
多
金
、
其
陰
多
玉
。
…
（
中
略
）
…
洵
水
出
焉
、
而
南
流
注

于
閼
之
澤
。」（
又
た
東
四
百
里
を
洵
山
と
曰
ふ
。
其
の
陽
に
金
多
く
、
其

の
陰
に
玉
多
し
。
…
（
中
略
）
…
洵
水 

焉こ
こ

に
出
で
、
而
し
て
南
流
し
て
閼あ
つ

の
沢
に
注
ぐ
。）
と
あ
る
。
○
靑
煙
廟　

未
詳
。
○
漢
江　

漢
水
の
こ
と
。

長
江
最
大
の
支
流
。
陝
西
省
に
発
し
、
湖
北
省
襄
陽
、
沔
陽
を
経
て
武
漢

市
で
長
江
と
合
流
す
る
。
○
『
録
異
記
』　

前
蜀
・
杜
光
庭
撰
。『
崇
文

総
目
』
等
に
よ
れ
ば
も
と
十
巻
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
通
行
本
は

八
巻
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
現
行
本
は
百
三
十
七
話
を
内
容
別
に
分
類
し
、

巻
一
は
「
仙
」、
巻
二
は
「
異
人
」、
巻
三
は
「
忠
」「
孝
」「
感
応
」「
異

夢
」、
巻
四
は
「
鬼
神
」、
巻
五
は
「
竜
」「
異
虎
」「
異
亀
」「
異
黿
」「
異

蛇
」「
異
魚
」、
巻
六
は
「
洞
」、
巻
七
は
「
異
水
」「
異
石
」、
巻
八
は
「
墓
」

を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
の
巻
五
「
竜
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。

〔
訳
文
〕

　

前
蜀
の
庚
午
の
年
（
九
一
〇
）、
金
州
刺
史
の
王
宗
郎
が
次
の
よ
う
に

奏
上
し
た
。
洵
陽
県
洵
水
の
ほ
と
り
に
青
煙
廟
が
あ
る
の
だ
が
、
数
日
の

間
、
廟
の
あ
た
り
に
煙
雲
が
立
ち
こ
め
て
真
っ
暗
に
な
り
、
昼
も
夜
も
音

楽
が
聞
こ
え
て
き
た
。
あ
る
朝
突
然
、
波
が
沸
き
立
ち
、
竜
の
群
れ
が
川

岸
に
現
れ
、
漢
水
に
入
っ
て
い
っ
た
。
大
き
い
も
の
は
数
丈
（
一
丈
＝
三
．

一
一
ｍ
）、
小
さ
い
も
の
は
一
丈
余
り
あ
っ
た
。
五
方
に
配
当
さ
れ
た
色

（
青
・
白
・
赤
・
黒
・
黄
）
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
て
、
牛
や
馬
、
驢
馬
、

羊
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
。
大
小
五
十
頭
ほ
ど
が
ず
ら
ず
ら
と
列
を
な

し
た
。
漢
水
に
入
る
と
ま
た
廟
に
戻
っ
て
き
て
、
数
里
（
一
里
＝
五
五
九
．

八
ｍ
）
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。
姿
を
隠
し
た
り
現
し
た
り

し
て
い
た
が
、
三
日
経
つ
と
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
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○
77
「
犀
浦
龍
」

〔
本
文
〕

　

癸
酉
年
、
犀
浦
界
田
中
有
小
龍
靑
黑
色
、
割
爲
兩
片
。
旬
日
臭
敗
、
尋

亦
失
去
。

　

摩
呵
池
大
廳
西
面
亦
有
龍
井
、
甚
靈
。
人
不
可
犯
。（
出
『
録
異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

癸
酉
の
年
、
犀
浦
の
界
の
田
中
に
小
竜
の
青
黒
色
な
る
有
り
、
割さ

か
れ

て
両
片
と
為
る
。
旬
日
に
し
て
臭
敗
し
、
尋
い
で
亦
た
失
去
す
。

　

摩ま

呵か

池ち

の
大
庁
の
西
面
に
亦
た
竜
井
有
り
、
甚
だ
霊
あ
り
。
人 

犯
す

べ
か
ら
ず
。

〔
語
注
〕

○
癸
酉
年　
『
録
異
記
』
が
著
さ
れ
た
前
蜀
の
「
癸
酉
年
」
は
永
平
三
年

（
九
一
三
）
に
当
た
る
。
○
犀
浦　

県
名
。
現
在
の
成
都
市
郫
都
区
附
近
。

か
つ
て
蜀
の
太
守
李
冰
が
犀
の
石
像
を
五
体
作
っ
て
川
に
沈
め
、
怪
異
を

鎮
め
た
と
い
う
。『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
三
十
一
「
剣
南
道
上
・
成
都
府
」

に
「
犀
浦
縣
、
本
成
都
縣
之
界
。
垂
拱
二
年
分
置
犀
浦
縣
。
昔
蜀
守
李
冰

造
五
石
犀
、
沈
之
於
水
、
以
厭
怪
。
因
取
其
事
爲
名
。」（
犀
浦
県
、
本 

成
都
県
の
界
。
垂
拱
二
年 

分
ち
て
犀
浦
県
を
置
く
。
昔 

蜀
守
李
冰 
五

石
犀
を
造
り
、
之
を
水
に
沈
め
、
以
て
怪
を
厭
す
。
因
り
て
其
の
事
を
取

り
て
名
と
為
す
。）
と
あ
る
。
○
摩
呵
池　
「
摩
訶
池
」
に
同
じ
。
成
都

に
あ
っ
た
池
の
名
。
汙
池
と
も
い
う
。『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
三
十
一
「
剣

南
道
上
・
成
都
府
」
に
「
摩
訶
池
、
在
州
中
城
内
。」（
摩
訶
池
は
、
州
中

城
内
に
在
り
。）
と
あ
る
。
盧
求
『
成
都
記
』（『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
六

十
七
「
成
都
府
」
引
）
に
、「
池
在
張
儀
子
城
内
。
隋
蜀
王
秀
取
土
築
廣

子
城
、
因
爲
池
。
有
胡
僧
見
之
、
曰
、
摩
訶
宮
毘
羅
。
胡
語
謂
摩
訶
爲
大
、

宮
毘
羅
爲
龍
。
言
此
池
廣
大
有
龍
也
。」（
池
は
張
儀
の
子
城
内
に
在
り
。

隋
の
蜀
王
秀 

土
を
取
り
て
子
城
を
築
広
し
、
因
り
て
池
と
為
す
。
胡
僧

有
り
て
之
を
見
、
曰
く
、「
摩
訶
宮
毘
羅
あ
り
」
と
。
胡
語
に
摩
訶
を
謂

ひ
て
大
と
為
し
、
宮
毘
羅
を
竜
と
為
す
。
此
の
池
の
広
大
に
し
て
竜
有
る

を
言
ふ
な
り
。）
と
あ
る
。
ま
た
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
七
十
二
「
剣
南
道
・

益
州
・
華
陽
県
」
に
「
汙
池
、
一
名
摩
訶
池
。
昔
蕭
摩
訶
所
置
、
在
錦
城

西
。」（
汙
池
、
一
名 

摩
訶
池
。
昔 

蕭
摩
訶
の
置
く
所
、
錦
城
の
西
に
在

り
。）
と
あ
っ
て
、「
摩
訶
」
が
竜
に
因
む
の
か
蕭
摩
訶
に
因
む
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
船
遊
び
の
場
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば

杜
甫
に
「
晩
秋
陪
厳
鄭
公
摩
訶
池
泛
舟
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
四
）
が
あ

る
。
○
『
録
異
記
』　

前
蜀
・
杜
光
庭
撰
。『
崇
文
総
目
』
等
に
よ
れ
ば

も
と
十
巻
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
通
行
本
は
八
巻
し
か
残
っ
て
い

な
い
。
現
行
本
は
百
三
十
七
話
を
内
容
別
に
分
類
し
、
巻
一
は
「
仙
」、

巻
二
は
「
異
人
」、
巻
三
は
「
忠
」「
孝
」「
感
応
」「
異
夢
」、
巻
四
は
「
鬼

神
」、
巻
五
は
「
竜
」「
異
虎
」「
異
亀
」「
異
黿
」「
異
蛇
」「
異
魚
」、
巻

六
は
「
洞
」、
巻
七
は
「
異
水
」「
異
石
」、
巻
八
は
「
墓
」
を
収
録
し
て

い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
の
巻
五
「
竜
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

癸
酉
の
年
（
九
一
三
）、
犀
浦
県
の
県
界
の
畑
で
青
黒
い
小
竜
が
真
っ

二
つ
に
引
き
裂
か
れ
て
い
た
。
十
日
ほ
ど
経
つ
と
腐
敗
し
、
ま
も
な
く
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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摩
訶
池
の
と
こ
ろ
の
役
所
の
西
側
に
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
竜
井
が
あ

り
、
人
は
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
。

○
78
「
井
魚
」

〔
本
文
〕

　

成
都
書
臺
坊
武
侯
宅
南
、
乘
煙
觀
内
古
井
中
有
魚
、
長
六
七
寸
。
往
往

游
於
井
上
、
水
必
騰
湧
。
相
傳
井
中
有
龍
。（
出
『
録
異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

成
都
書
臺
坊
の
武
侯
宅
の
南
、
乗
煙
観
内
の
古
井
中
に
魚
有
り
、
長た
け 

六
七
寸
。
往
往
に
し
て
井
上
に
游
べ
ば
、
水 

必
ず
騰
湧
す
。
相
伝
へ
て

井
中
に
竜
有
り
と
。

〔
語
注
〕

○
成
都　

現
在
の
四
川
省
成
都
市
。
○
書
臺
坊　

成
都
城
の
諸
葛
亮
読
書

台
の
故
地
に
あ
た
る
坊
の
名
か
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
七
十
二
「
剣
南
道
・

益
州
・
華
陽
県
」
に
「
讀
書
臺
、
在
縣
北
一
里
。
諸
葛
亮
相
蜀
、
築
此
臺

以
集
諸
儒
、
兼
以
待
四
方
賢
士
、
號
曰
讀
書
臺
。
在
章
城
門
路
西
、
今
爲

乘
煙
觀
。」（
読
書
臺
は
、
県
の
北
一
里
に
在
り
。
諸
葛
亮 

蜀
に
相
た
り
、

此
の
臺
を
築
き
て
以
て
諸
儒
を
集
め
、
兼
ね
て
以
て
四
方
の
賢
士
を
待
し
、

号
し
て
読
書
臺
と
曰
ふ
。
章
城
門
路
の
西
に
在
り
、今 

乗
煙
観
と
為
る
。）

と
あ
る
。
○
武
侯
宅　

諸
葛
亮
の
旧
宅
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
七
十
二
「
剣

南
道
・
益
州
・
華
陽
県
」
に
「
武
侯
宅
、
在
府
西
北
二
里
。
今
爲
乘
煙
觀
、

有
祠
在
觀
内
。」（
武
侯
の
宅
は
、
府
の
西
北
二
里
に
在
り
。
今 

乗
煙
観

と
為
り
、
祠
有
り
て
観
内
に
在
り
。）
と
あ
る
。
○
乘
煙
觀　

道
観
の
名
。

も
と
諸
葛
亮
の
旧
宅
で
、
こ
こ
で
昇
天
し
た
諸
葛
亮
の
娘
を
祀
っ
て
い
る

と
い
う
。
魏
了
翁
『
朝
貞
観
記
』
略
（『
蜀
中
広
記
』
巻
七
十
三
引
）
に

「
出
少
城
西
北
爲
朝
貞
觀
。
觀
中
左
列
有
聖
母
仙
師
乘
煙
葛
女
之
祠
。
觀

西
有
武
侯
祠
。
是
丞
相
亮
故
宅
也
。
故
老
相
傳
、
亮
有
女
于
宅
中
乘
雲
輕

擧
。
唐
天
寶
元
年
、
章
公
始
更
祠
爲
觀
、
奏
名
乘
煙
。」（
少
城
の
西
北
に

出
づ
る
を
朝
貞
観
と
為
す
。
観
中
の
左
列
に
聖
母
仙
師
乗
煙
葛
女
の
祠
有

り
。
観
の
西
に
武
侯
祠
有
り
。
是 

丞
相
亮
の
故
宅
な
り
。
故
老 

相
伝
ふ
、

亮
に
女
有
り 

宅
中
に
于お

い
て
雲
に
乗
り
て
軽
挙
す
と
。
唐
天
宝
元
年
、

章
公 

始
め
て
祠
を
更あ
ら
た

め
て
観
と
為
し
、
乗
煙
と
名
づ
け
ん
こ
と
を
奏

す
。）
と
あ
る
。
○
『
録
異
記
』　

前
蜀
・
杜
光
庭
撰
。『
崇
文
総
目
』
等

に
よ
れ
ば
も
と
十
巻
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
通
行
本
は
八
巻
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
現
行
本
は
百
三
十
七
話
を
内
容
別
に
分
類
し
、
巻
一
は

「
仙
」、
巻
二
は
「
異
人
」、
巻
三
は
「
忠
」「
孝
」「
感
応
」「
異
夢
」、
巻

四
は
「
鬼
神
」、
巻
五
は
「
竜
」「
異
虎
」「
異
亀
」「
異
黿
」「
異
蛇
」「
異

魚
」、
巻
六
は
「
洞
」、
巻
七
は
「
異
水
」「
異
石
」、
巻
八
は
「
墓
」
を
収

録
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
の
巻
五
「
竜
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

成
都
書
台
坊
の
武
侯
宅
の
南
に
乗
煙
観
が
あ
り
、
そ
こ
の
古
井
戸
の
中

に
大
き
さ
六
、
七
寸
（
一
寸
＝
三
．
一
一
㎝
）
の
魚
が
い
た
。
こ
の
魚
が

し
ば
し
ば
井
戸
の
あ
た
り
を
泳
ぐ
と
、
水
が
必
ず
沸
き
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
井
戸
の
中
に
は
竜
が
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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○
79
「
安
天
龍
」

〔
本
文
〕

　

後
唐
同
光
中
、
滄
洲
民
有
子
母
苦
於
科
徭
、
流
移
近
界
堼
店
。（
上
恨

音
。）
路
逢
白
蛇
、
其
子
以
繩
撃
蛇
項
、
約
而
行
、
無
何
擺
其
頭
落
。
須

臾
、
一
片
白
雲
起
、
雷
電
暴
作
。
撮
將
此
子
上
天
空
中
、
爲
雷
火
燒
殺
墜

地
。
而
背
有
大
書
、
人
莫
之
識
。
忽
有
一
人
云
、「
何
不
以
靑
物
蒙
之
。

即
識
其
字
。」
遂
以
靑
裙
被
之
、
有
識
字
讀
之
曰
、「
此
人
殺
害
安
天
龍
、

爲
天
神
所
誅
。」

　

葆
光
子
曰
、
龍
神
物
也
。
況
有
安
天
之
號
。
必
能
變
化
無
方
、
豈
有
一

豎
子
繩
而
殞
之
、
遽
致
天
人
之
罰
。
斯
又
何
哉
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

後
唐
の
同
光
中
、
滄
洲
の
民
に
子
母
の
科く
わ

徭え
う

に
苦
し
み
、
近
界
の
堼こ
う

店て
ん

に
流
移
す
る
有
り
。
路
に
白
蛇
に
逢
ひ
、
其
の
子 
縄
を
以
て
蛇
の
項う
な
じ

を

撃
ち
、
約
し
て
行
く
に
、
何
も
無
く
し
て
其
の
頭
を
擺ふ
る

ひ
て
落
と
す
。
須

臾
に
し
て
、
一
片
の
白
雲 

起
こ
り
、
雷
電 

暴に
は

か
に
作お

こ
る
。
撮つ
ま

み
て
此

の
子
を
将も
つ

て
天
空
の
中
に
上
ら
し
め
、
雷
火
の
焼
殺
す
る
と
こ
ろ
と
為
り

て
地
に
墜
つ
。
而
し
て
背
に
大
書
有
る
も
、
人 

之
を
識
る
莫
し
。
忽
ち

一
人
有
り
て
云
ふ
、「
何
ぞ
青
物
を
以
て
之
を
蒙
は
ざ
る
。
即
ち
其
の
字

を
識
ら
ん
」
と
。
遂
に
青
裙
を
以
て
之
を
被
へ
ば
、
字
を
識
る
も
の
有
り

て
之
を
読
み
て
曰
く
、「
此
の
人 

安
天
竜
を
殺
害
す
れ
ば
、
天
神
の
誅
す

る
所
と
為
る
」
と
。

　

葆
光
子
曰
く
、
竜
は
神
物
な
り
。
況
ん
や
安
天
の
号
有
ら
ん
や
。
必
ず

能
く
変
化
し
て
方
無
き
に
、
豈
に
一
豎
子
の
縄
し
て
之
を
殞こ
ろ

し
、
遽
か
に

天
人
の
罰
を
致
す
有
ら
ん
や
。
斯
れ
又
た
何
ぞ
や
、
と
。

〔
語
注
〕

○
後
唐　

五
代
十
国
の
一
つ
。
九
二
三
～
九
三
六
。
李
克
用
の
子
の
李
存

勗
が
建
て
た
が
、
四
代
皇
帝
李
従
珂
の
時
、
石
敬
瑭
が
建
て
た
後
晋
に
滅

ぼ
さ
れ
た
。
○
滄
洲　

現
在
の
河
北
省
滄
州
市
一
帯
。
○
科
徭　

国
が
人

民
に
課
す
義
務
的
労
働
。
ま
た
租
税
と
夫
役
。
○
堼
店　
「
堼
」
は
地
名

か
。「
店
」
は
本
来
旅
館
や
荷
物
を
預
か
る
倉
庫
業
を
指
す
が
、
そ
こ
か

ら
そ
の
店
舗
の
あ
る
地
名
、
集
落
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

意
味
か
。
○
安
天
龍　

未
詳
。
○
葆
光
子　

孫
光
憲
の
号
。
？
～
九
六
八
。

字
は
孟
文
。
陵
州
貴
平
の
人
。
こ
の
話
の
出
典
で
あ
る
『
北
夢
瑣
言
』
の

著
者
。
家
は
も
と
農
民
で
あ
っ
た
が
幼
く
し
て
学
問
を
志
し
、
唐
末
に
陵

州
判
官
と
な
っ
た
。
唐
滅
亡
後
に
江
陵
に
移
り
、
後
唐
の
天
成
元
年
（
九

二
六
）
に
高
季
興
に
用
い
ら
れ
て
荊
南
節
度
副
使
、
検
校
秘
書
少
監
兼
御

史
大
夫
に
至
っ
た
。
そ
の
後
宋
に
仕
え
て
黄
州
刺
史
と
な
り
、
乾
徳
六
年

（
九
六
八
）
に
学
士
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
召
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。

詞
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。『
荊
台
集
』、『
鞏
湖
編
玩
』
な
ど
多
く
の
著

述
が
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
『
北
夢
瑣
言
』
の
み
。『
宋
史
』
巻
四
百

八
十
三
に
伝
が
あ
る
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と
三

十
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代

の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊

州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に
は

無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
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〔
訳
文
〕

　

後
唐
の
同
光
年
間
（
九
二
三
～
九
二
六
）、
課
税
と
労
役
に
苦
し
ん
で

近
隣
の
堼
店
に
流
れ
て
き
た
滄
洲
の
民
の
母
子
が
い
た
。
道
中
白
蛇
に
出

く
わ
し
た
の
で
、
子
供
が
縄
で
蛇
の
首
を
叩
き
、
縛
っ
て
連
れ
て
行
く
と
、

白
蛇
は
何
事
も
無
い
の
に
頭
を
ぶ
る
ぶ
る
振
っ
て
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
白
雲
が
一
面
に
沸
き
起
こ
り
、
突
然
雷
が
落
ち
た
。
そ

し
て
何
か
が
子
供
を
空
中
に
つ
ま
み
上
げ
、
雷
で
焼
き
殺
し
て
地
面
に
落

と
し
た
。
背
中
に
は
大
き
な
字
で
何
か
書
い
て
あ
っ
た
が
、
誰
も
読
め
な

か
っ
た
。
突
然
あ
る
人
が
「
青
い
物
で
覆
っ
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば

字
が
分
か
る
だ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
青
い
裳
裾
で
覆
い
、
字
が

読
め
る
者
が
読
ん
だ
と
こ
ろ
、「
こ
の
人
は
安
天
竜
を
殺
害
し
た
の
で
、

天
神
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
た
。」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

葆
光
子
こ
と
私
が
思
う
に
、
竜
は
神
聖
な
物
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て

「
安
天
」
な
ど
と
号
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
竜
は
あ
ら
ゆ
る
物
に

変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
小
僧
如
き
が
縄

で
縛
っ
て
殺
し
、
急
に
天
か
ら
人
間
へ
罰
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
80
「
曹
寬
」

〔
本
文
〕

　

石
晉
時
、
常
山
帥
安
重
榮
將
謀
干
紀
。
其
管
界
與
邢
臺
連
接
、
鬪
殺
一

龍
。
鄕
豪
有
曹
寬
者
見
之
、
取
其
雙
角
。
前
有
一
物
如
簾
、
文
如
亂
錦
。

人
莫
知
之
。
曹
寬
經
年
爲
寇
所
殺
。
壬
寅
年
、
討
鎭
州
、
誅
安
重
榮
也
。

　

葆
光
子
讀
『
北
史
』、
見
陸
法
和
在
梁
時
、
將
兵
拒
侯
景
將
任
約
於
江

上
。
曰
、「
彼
龍
睡
不
動
。
吾
軍
之
龍
、
甚
自
躍
踊
。」
遂
撃
之
大
敗
、
而

擒
任
約
。
是
則
軍
陣
之
上
、
龍
必
先
鬪
。
常
山
龍
死
、
得
非
王
師
大
捷
、

重
榮
授
首
乎
。
黄
巣
敗
於
陳
州
、
李
克
用
脱
梁
王
之
難
、
皆
大
雨
震
雷
之

助
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

石
晋
の
時
、
常
山
の
帥
安
重
栄 

将
に
干
紀
を
謀
ら
ん
と
す
。
其
の
管

界
と
邢
臺
と
連
接
し
、
一
竜
を
闘
殺
す
。
郷
豪
に
曹
寛
な
る
者
有
り
て
之

を
見
、
其
の
双
角
を
取
る
。
前
に
一
物
の
簾
の
如
き
有
り
、
文 

乱
錦
の

如
し
。
人 

之
を
知
る
莫
し
。
曹
寛 

年
を
経
て
寇
の
殺
す
所
と
為
る
。
壬

寅
の
年
、
鎮
州
を
討
ち
、
安
重
栄
を
誅
す
る
な
り
。

　

葆
光
子 

『
北
史
』
を
読
む
に
、
見
る 

陸
法
和 

梁
に
在
り
し
時
、
兵

を
将ひ
き

ゐ
て
侯
景
の
将 

任
約
を
江
上
に
拒
む
。
曰
く
、「
彼
の
竜 

睡ね
む

り
て

動
か
ず
。
吾
が
軍
の
竜
、
甚
だ
自
ら
躍
踊
す
」
と
。
遂
に
之
を
撃
ち
て
大

い
に
敗
り
、
而
し
て
任
約
を
擒
に
す
。
是 

則
ち
軍
陣
の
上
、
竜 

必
ず
先

に
闘
ふ
。
常
山
の
竜 

死
す
れ
ば
、
王
師 

大
捷
し
、
重
栄 

首
を
授
け
ら

る
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
黄
巣 

陳
州
に
敗
れ
、
李
克
用 

梁
王
の
難
を

脱
す
る
は
、
皆 

大
雨
震
雷
の
助
け
な
り
。

〔
語
注
〕

○
石
晉　

後
晋
の
こ
と
。
五
代
十
国
の
一
つ
。
九
三
六
～
九
四
六
。
石
敬

瑭
が
後
唐
を
滅
ぼ
し
て
建
て
た
が
、
二
代
で
遼
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
○
常
山

郡
名
。
現
在
の
河
北
省
石
家
荘
市
附
近
。
後
に
見
え
る
「
鎭
州
」
に
同

じ
。
安
重
栄
の
根
拠
地
。
○
安
重
榮　

？
～
九
四
二
。
後
晋
の
節
度
使
。
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朔
州
の
人
。
字
は
鉄
胡
。
は
じ
め
後
唐
の
振
武
巡
辺
指
揮
使
と
な
り
、
の

ち
後
晋
の
高
祖
に
仕
え
て
成
徳
軍
節
度
使
と
な
っ
た
。
吐
谷
渾
部
落
を

誘
っ
て
契
丹
の
使
者
拽
利
を
殺
害
、
幽
州
の
南
境
を
略
奪
し
、
山
南
東
道

節
度
使
安
従
進
の
挙
兵
に
応
じ
て
叛
し
た
。
し
か
し
杜
重
威
に
攻
め
ら
れ
、

翌
年
斬
首
さ
れ
た
。『
旧
五
代
史
』
巻
九
十
八
、『
新
五
代
史
』
巻
五
十
一

に
伝
が
あ
る
。
安
重
栄
が
封
ぜ
ら
れ
た
成
徳
軍
節
度
使
は
所
謂
「
河
朔
三

鎮
」
の
一
つ
で
、
会
府
は
鎮
州
に
あ
っ
た
。
○
干
紀　

規
律
違
反
。
こ
こ

で
は
叛
乱
を
起
こ
す
こ
と
を
言
う
か
。
○
邢
臺　

現
在
の
河
北
省
邢
台
市

附
近
。
○
曹
寬　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
亂
錦　

模
様
が
鏤
め

ら
れ
た
錦
の
こ
と
か
。
○
鎭
州　

現
在
の
河
北
省
石
家
荘
市
附
近
。
前
に

見
え
る
「
常
山
」
に
同
じ
で
、
安
重
栄
が
任
ぜ
ら
れ
た
成
徳
軍
節
度
使
の

会
府
が
あ
っ
た
。
○
葆
光
子　

孫
光
憲
の
号
。
？
～
九
六
八
。
字
は
孟
文
。

陵
州
貴
平
の
人
。
こ
の
話
の
出
典
で
あ
る
『
北
夢
瑣
言
』
の
著
者
。
家
は

も
と
農
家
で
あ
っ
た
が
幼
く
し
て
学
問
を
志
し
、
唐
末
に
陵
州
判
官
と

な
っ
た
。
唐
滅
亡
後
に
江
陵
に
移
り
、
後
唐
の
天
成
元
年
（
九
二
六
）
に

高
季
興
に
用
い
ら
れ
て
荊
南
節
度
副
使
、
検
校
秘
書
少
監
兼
御
史
大
夫
に

至
っ
た
。
そ
の
後
宋
に
仕
え
て
黄
州
刺
史
と
な
り
、
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）

に
学
士
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
召
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。
詞
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。『
荊
台
集
』、『
鞏
湖
編
玩
』
な
ど
多
く
の
著
述
が
あ
る
が
、

現
存
す
る
の
は
『
北
夢
瑣
言
』
の
み
。『
宋
史
』
巻
四
百
八
十
三
に
伝
が

あ
る
。
○
『
北
史
』　

唐
の
李
延
寿
の
撰
。
全
百
巻
。
北
朝
の
北
魏
・
西

魏
・
東
魏
・
北
斉
・
北
周
・
隋
の
歴
史
を
記
す
。
○
陸
法
和　

北
斉
の
術

士
。
初
め
江
陵
の
百
里
洲
に
隠
遁
し
て
お
り
、
後
に
荊
州
汶
陽
郡
の
高
安

県
の
紫
石
山
に
入
っ
た
。
侯
景
が
任
約
を
派
遣
し
て
梁
元
帝
を
撃
た
せ
た

際
、
陸
法
和
は
元
帝
に
討
伐
せ
ん
こ
と
を
願
い
出
て
、
首
尾
良
く
任
約
を

捕
ら
え
た
。
そ
の
後
、
郢
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
天
保
六
年
（
五
五

五
）
春
、
北
斉
の
清
河
王
高
岳
が
長
江
に
進
軍
し
て
来
る
と
、
法
和
は
北

斉
に
降
っ
た
。
北
斉
に
行
っ
て
も
官
職
は
用
い
ず
、「
荊
山
居
士
」
と
名

乗
っ
て
い
た
。
亡
く
な
る
際
に
は
弟
子
達
に
死
期
を
告
げ
、
そ
の
時
に
な

る
と
香
を
焚
い
て
仏
に
礼
し
、
座
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
遺
体

は
段
々
小
さ
く
な
っ
て
三
尺
ば
か
り
に
な
っ
た
。
柩
を
開
い
て
み
る
と

空
っ
ぽ
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
北
斉
書
』
巻
三
十
二
、『
北
史
』
巻
八
十
九

に
伝
が
あ
る
。
こ
の
話
で
い
う
陸
法
和
の
話
は
、
陸
法
和
が
任
約
の
侵
攻

を
防
い
だ
際
の
話
を
指
す
。『
北
史
』
巻
八
十
九
「
藝
術
伝
上
・
陸
法
和
」

に
「
法
和
乘
輕
船
、
不
介
冑
、
沿
流
而
下
、
去
約
軍
一
里
乃
還
。
謂
將
士

曰
、
聊
觀
彼
龍
睡
不
動
、
吾
軍
之
龍
、
甚
自
踊
躍
、
即
攻
之
。
若
得
待
明

日
、
當
不
損
客
主
一
人
而
破
賊
、
然
有
惡
處
。
遂
縱
火
船
、
而
逆
風
不
便
、

法
和
執
白
羽
扇
麾
風
、
風
即
返
。
約
衆
皆
見
梁
兵
歩
於
水
上
、
於
是
大
潰
、

皆
投
水
。」（
法
和 

軽
船
に
乗
り
、
介
冑
せ
ず
、
流
れ
に
沿
ひ
て
下
り
、

約
の
軍
を
去
る
こ
と
一
里
に
し
て
乃
ち
還
る
。
将
士
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
聊い
さ
さ

か
観
る
に 

彼
の
竜
は
睡
り
て
動
か
ず
、
吾
が
軍
の
竜
は
、
甚
だ
自
ら
踊

躍
す
れ
ば
、
即
ち
之
を
攻
め
ん
。
若
し
明
日
を
待
つ
を
得
ば
、
当
に
客
主

一
人
も
損
な
は
ず
し
て
賊
を
破
る
べ
き
も
、
然
れ
ど
も
悪
処
有
ら
ん
」
と
。

遂
に
火
船
を
縦は
な

ち
、
而
し
て
逆
風
に
し
て
便
な
ら
ざ
る
も
、
法
和 

白
羽

扇
を
執
り
て
風
を
麾
さ
し
ま
ね

け
ば
、
風 

即
ち
返
る
。
約
の
衆 

皆
梁
兵
の
水
上

に
歩
む
を
見
、
是
に
於
い
て
大
い
に
潰つ
ひ

え
、
皆
水
に
投
ず
。）
と
あ
る
。
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○
侯
景　

五
〇
三
～
五
五
二
。
南
北
朝
末
期
の
武
将
。
北
魏
の
爾
朱
栄
の

部
下
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
そ
の
後
東
魏
の
高
歓
の
旗
下
に
入
る
が
、
背

い
て
梁
武
帝
に
降
る
。
梁
と
東
魏
の
間
に
和
議
成
立
の
情
勢
と
な
る
と
身

の
危
険
を
悟
っ
て
再
び
叛
し
、
首
都
建
康
を
陥
落
さ
せ
て
武
帝
を
憤
死
さ

せ
た
。
そ
の
後
は
簡
文
帝
を
擁
立
す
る
も
結
局
弑
殺
し
、
禅
定
を
受
け
て

自
ら
皇
帝
に
即
位
、
国
号
を
漢
と
し
た
が
、
梁
元
帝
の
配
下
王
僧
弁
と
陳

霸
先
に
よ
っ
て
都
を
追
わ
れ
、
途
上
で
殺
害
さ
れ
た
。
○
任
約　

生
卒
年

未
詳
。
初
め
西
魏
に
仕
え
、
後
に
侯
景
に
従
っ
て
侯
景
の
乱
に
参
加
し
た

が
、
大
宝
二
年
（
五
五
一
年
）
に
赤
亭
湖
で
胡
僧
祐
や
陸
法
和
ら
に
敗
れ

て
捕
ら
え
ら
れ
、
江
陵
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
ま
ま
梁
に
仕
え
た
が
、
後
に

叛
し
て
北
斉
に
仕
え
た
。
○
授
首　

首
を
切
ら
れ
る
。
○
黄
巣　

？
～
八

八
四
。
も
と
は
塩
の
私
商
で
あ
っ
た
が
僖
宗
の
時
に
乱
を
起
こ
し
、
長
安

を
お
と
し
い
れ
て
斉
帝
と
号
し
た
。
中
和
三
年
（
八
八
三
）
に
李
克
用
に

破
れ
て
長
安
を
撤
退
し
た
が
、
陳
州
で
刺
史
趙
犨
の
抵
抗
に
遭
い
、
三
百

日
包
囲
す
る
も
破
れ
ず
、
再
び
李
克
用
に
急
追
さ
れ
て
破
れ
て
自
殺
し
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
二
百
下
、『
新
唐
書
』
巻
二
百
二
十
五
下
「
逆
臣
伝
」
に
伝

が
あ
る
。
こ
の
話
で
い
う
雨
に
よ
っ
て
黄
巣
が
陳
州
で
敗
れ
た
と
い
う
の

は
、『
旧
唐
書
』
巻
二
百
下
「
黄
巣
伝
」
に
「
四
年
二
月
、
李
克
用
率
山

西
諸
軍
、
由
蒲
陝
濟
河
、
會
關
東
諸
侯
、
赴
援
陳
州
。
…
（
中
略
）
…
巣

賊
大
恐
、
收
軍
營
於
故
陽
里
、
官
軍
進
攻
之
。
五
月
、
大
雨
震
雷
、
平
地

水
深
三
尺
、
壞
賊
壘
。
賊
自
離
散
、
復
聚
於
尉
氏
、
逼
中
牟
。
翌
日
、
營

汴
水
北
。
是
日
、
復
大
雨
震
電
、
溝
塍
漲
流
。
賊
分
寇
汴
州
、
李
克
用
自

鄭
州
引
軍
襲
撃
、
大
敗
之
。」（
四
年
二
月
、
李
克
用 

山
西
の
諸
軍
を
率
ゐ
、

蒲
陝
よ
り
河
を
済わ
た

り
、
関
東
の
諸
侯
を
会
し
、
赴
き
て
陳
州
を
援た
す

く
。
…

（
中
略
）
…
巣
賊 

大
い
に
恐
れ
、
軍
営
を
故
陽
里
に
収
む
る
も
、
官
軍

之
に
進
攻
す
。
五
月
、
大
雨
震
雷
あ
り
、
平
地 

水 

深
き
こ
と
三
尺
、
賊

の
塁
を
壊
す
。
賊 

自
ら
離
散
し
、
復
た
尉
氏
に
聚あ
つ

ま
り
、
中
牟
に
逼せ
ま

る
。

翌
日
、
汴
水
の
北
に
営
す
。
是
の
日
、
復
た
大
雨
震
電
あ
り
、
溝こ
う
し
よ
う塍 

漲

流
す
。
賊 

分
れ
て
汴
州
に
寇
し
、
李
克
用 

鄭
州
よ
り
軍
を
引
き
て
襲
撃

し
、
大
い
に
之
を
敗
る
。）
と
あ
る
。
○
陳
州　

現
在
の
河
南
省
周
口
市

一
帯
。
○
李
克
用  

八
五
六
～
九
〇
八
。
後
唐
荘
宗
の
父
。
黄
巣
軍
を
長

安
か
ら
追
い
出
し
、
朱
全
忠
と
覇
を
競
っ
た
。
片
目
で
あ
っ
た
の
で
独
眼

竜
と
称
さ
れ
た
。
後
唐
建
国
後
、
太
祖
と
諡
さ
れ
た
。『
旧
五
代
史
』
巻

二
十
五
～
二
十
六
「
唐
書
・
武
皇
紀
」
に
本
紀
が
あ
る
。
こ
の
話
で
い
う

雨
に
よ
っ
て
梁
王
（
朱
全
忠
）
の
罠
か
ら
逃
れ
た
と
い
う
の
は
、
中
和
四

年
（
八
八
四
）、
朱
全
忠
が
酔
い
つ
ぶ
れ
た
李
克
用
に
夜
襲
を
か
け
た
が
、

折
か
ら
の
雨
に
紛
れ
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
言
う
。『
旧
五
代

史
』
巻
二
十
五
「
唐
書
・
武
皇
紀
」
上
に
「
汴
帥
素
忌
武
皇
、
乃
與
其
將

楊
彦
洪
密
謀
竊
發
。
彦
洪
於
巷
陌
連
車
樹
柵
、
以
扼
奔
竄
之
路
。
時
武
皇

之
從
官
皆
醉
、
俄
而
伏
兵
竄
發
、
來
攻
傳
舍
。
…
（
中
略
）
…
有
頃
、
煙

火
四
合
、
復
大
雨
震
電
、
武
皇
得
從
者
薛
鐵
山
、
賀
回
鶻
等
數
人
而
去
。

雨
水
如
澍
、
不
辨
人
物
、
隨
電
光
登
尉
氏
門
、
縋
城
而
出
、
得
還
本
營
。」

（
汴
帥 
素
よ
り
武
皇
を
忌
め
ば
、
乃
ち
其
の
将 

楊
彦
洪
と
密
か
に
窃
発

せ
ん
こ
と
を
謀
る
。
彦
洪 

巷
陌
に
於
い
て
車
を
連
ね
柵
を
樹た

て
、
以
て

奔
竄
の
路
を
扼
す
。
時
に
武
皇
の
従
官 

皆
酔
ふ
に
、
俄
か
に
し
て
伏
兵

竄
発
し
、
来
り
て
伝
舎
を
攻
む
。
…
（
中
略
）
…
有
頃
に
し
て
、
煙
火 

四よ
も
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に
合
し
、
復
た
大
雨
震
電
あ
り
、
武
皇 

従
者 

薛
鉄
山
、
賀
回
鶻
等
数
人

を
得
て
去
る
。
雨
水 

澍そ
そ

ぐ
が
如
く
、
人
物
を
辨
ぜ
ず
、
電
光
に
随
ひ
て

尉
氏
の
門
に
登
り
、
城
に
縋か

け
て
出
で
、
本
営
に
還
る
を
得
た
り
。）
と

あ
る
。
○
梁
王　

朱
全
忠
の
こ
と
。
八
五
二
～
九
一
二
。
五
代
後
梁
の
太

祖
。
黄
巣
の
乱
に
参
加
し
た
が
唐
に
寝
返
り
、
僖
宗
か
ら
そ
の
功
績
で
全

忠
の
名
を
賜
っ
た
。
李
克
用
と
仇
敵
関
係
に
あ
っ
た
が
、
朱
全
忠
が
実
権

を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
復
元
年
（
九
〇
一
）
梁
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、

唐
昭
帝
・
哀
帝
を
殺
し
て
位
を
奪
い
、
国
を
梁
と
し
た
。
在
位
六
年
で
子

の
朱
友
珪
に
殺
さ
れ
た
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と

三
十
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五

代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て

荊
州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に

は
無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

石
晋
の
時
、
常
山
の
将
帥
の
安
重
栄
は
叛
乱
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
。

彼
の
管
轄
地
は
邢
台
と
隣
接
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
竜
が
戦
っ
て

一
頭
死
ぬ
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
地
の
豪
族
の
曹
寛
が
そ
れ
を
見
て
、
竜
の

角
を
二
本
採
取
し
た
。
角
の
前
に
は
簾
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
模
様

が
鏤
め
ら
れ
た
錦
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
誰
も
そ
れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
。
曹
寛
は
数
年
後
に
賊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
壬
寅
の

年
（
九
四
二
）、
鎮
州
は
討
伐
さ
れ
、
安
重
栄
は
誅
殺
さ
れ
た
。

　

葆
光
子
こ
と
私
が
『
北
史
』
を
読
む
に
、
陸
法
和
が
梁
に
い
た
頃
、
兵

を
率
い
て
侯
景
の
部
将
任
約
の
侵
攻
を
長
江
の
ほ
と
り
で
防
い
だ
際
、「
あ

ち
ら
の
竜
は
眠
っ
て
動
か
ぬ
が
、
我
が
軍
の
竜
は
躍
動
し
て
お
る
ぞ
。」

と
言
っ
た
。
そ
し
て
任
約
を
大
い
に
打
ち
破
っ
て
捕
虜
に
し
た
。
こ
れ
は

戦
場
で
は
竜
が
必
ず
人
間
よ
り
先
に
戦
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
山
の

竜
が
死
ん
だ
か
ら
に
は
、
王
の
軍
が
大
勝
し
て
安
重
栄
が
首
を
斬
ら
れ
な

い
訳
が
な
い
。
黄
巣
が
陳
州
で
敗
れ
、
李
克
用
が
朱
全
忠
の
罠
か
ら
逃
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
大
雨
や
雷
の
助
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

○
81
「
夢
靑
衣
」

〔
本
文
〕

　

孟
蜀
主
母
后
之
宮
有
衞
聖
神
龍
堂
、
亦
嘗
修
飾
嚴
潔
。
蓋
即
世
俗
之
家

神
也
。
一
旦
別
欲
廣
其
殿
宇
。
因
晝
寢
、
夢
一
靑
衣
謂
后
曰
、「
今
神
龍

意
欲
出
宮
外
居
止
。
宜
于
寺
觀
中
安
排
可
也
。」
后
欲
從
之
、
而
子
未
許
。

后
又
夢
見
靑
衣
重
請
。
因
選
昭
覺
寺
廊
廡
閒
、
特
建
一
廟
。

　

土
木
既
就
、
繪
事
云
畢
。
遂
宣
敎
坊
樂
、
自
宮
中
引
出
、
奏
送
神
曲
、

歸
新
廟
中
、
奏
迎
神
曲
。
其
日
玄
雲
四
合
、
大
風
振
起
。
及
神
歸
位
、
雨

即
滂
沱
。

　

或
曰
、
衞
聖
神
龍
出
離
宮
殿
、
是
不
祥
也
。
逾
年
、
國
亡
滅
而
去
。
土

地
歸
廟
中
矣
。（
出
『
野
人
閑
話
』）

〔
訓
読
〕

　

孟
蜀
主
の
母
后
の
宮
に
衛
聖
神
竜
堂
有
り
、
亦
た
嘗つ
ね

に
修
飾
す
る
こ
と

厳
潔
な
り
。
蓋
し
即
ち
世
俗
の
家
神
な
り
。
一
旦 

別
に
其
の
殿
宇
を
広

げ
ん
と
欲
す
。
因
り
て
昼
寝
す
る
に
、
夢
に
一
青
衣 

后
に
謂
ひ
て
曰
く
、
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「
今 

神
竜 

意
に
宮
外
に
出
で
て
居
止
せ
ん
と
欲
す
。
宜
し
く
寺
観
中
に
于お

い
て
安
排
す
る
は
可
な
る
べ
き
な
り
」
と
。
后 

之
に
従
は
ん
と
欲
す
る

も
、
而
る
に
子 

未
だ
許
さ
ず
。
后 

又
た
夢
に
青
衣
の
重
ね
て
請
ふ
を
見

る
。
因
り
て
昭
覚
寺
の
廊
廡
の
間
を
選
び
、
特
に
一
廟
を
建
つ
。

　

土
木 

既
に
就な

り
、
絵
事 

云こ
こ

に
畢を

は
る
。
遂
に
教
坊
楽
に
宣の

り
、
宮
中

よ
り
引み
ち
び

き
出
だ
す
に
、
送
神
曲
を
奏
せ
し
め
、
新
廟
中
に
帰
せ
し
む
る

に
、
迎
神
曲
を
奏
せ
し
む
。
其
の
日 

玄
雲 

四よ
も

に
合
し
、
大
風 

振
起
す
。

神
の
位
に
帰
す
る
に
及
び
、
雨 
即
ち
滂
沱
た
り
。

　

或
る
ひ
と
曰
く
、
衛
聖
神
竜 
出
で
て
宮
殿
を
離
る
る
は
、
是 

不
祥
な

り
と
。
年
を
逾こ

え
、
国 

亡
滅
し
て
去
る
。
土
地 

廟
中
に
帰
す
。

〔
語
注
〕

○
孟
蜀　

五
代
十
国
の
一
つ
、
後
蜀
の
こ
と
。
九
三
四
～
九
六
五
。
咸
康

元
年
（
九
二
五
）
に
前
蜀
が
後
唐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
孟
知
祥
が

西
川
節
度
使
と
し
て
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
が
、
天
成
五
年
（
九
三
〇
）

に
挙
兵
し
て
蜀
全
域
を
制
圧
、
明
徳
元
年
（
九
三
四
）
に
後
蜀
を
建
国
し

た
。
そ
の
後
、
広
成
二
十
八
年
（
九
六
五
）
に
宋
に
併
合
さ
れ
て
滅
び
た
。

○
母
后　

皇
帝
の
母
。
こ
の
話
の
末
尾
で
翌
年
に
国
が
滅
び
た
と
い
う
こ

と
は
、
後
蜀
の
二
代
皇
帝
孟
昶
の
母
、
李
太
后
の
こ
と
に
な
る
が
、
新
旧

『
五
代
史
』
等
に
は
こ
の
よ
う
な
話
は
伝
わ
ら
な
い
。
○
衞
聖
神
龍
堂　

未
詳
。
本
文
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
一
家
を
守
護
す
る
竜
神
を
祀
る
廟
か
。

○
昭
覺
寺　

成
都
北
郊
に
あ
る
大
寺
院
の
名
。
貞
観
年
間
（
六
二
七
～
六

四
九
）
に
建
立
さ
れ
、
当
初
は
建
元
寺
と
言
っ
た
が
、
僖
宗
の
時
に
拡
張

さ
れ
、
昭
覚
寺
の
名
を
賜
っ
た
。
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
に
戦
火
に

焼
か
れ
た
が
、
主
要
な
建
物
の
い
く
つ
か
は
現
存
し
て
い
る
。
曹
学
佺

『
蜀
中
名
勝
記
』
巻
三
「
成
都
府
」
に
「
昇
仙
橋
北
、
長
林
蒼
翠
、
曲
澗

潺
湲
、
大
非
人
世
閒
境
。
乃
昭
覺
禪
寺
。」（
昇
仙
橋
の
北
、
長
林 

蒼
翠
、

曲
澗 

潺せ
ん

湲ゑ
ん

と
し
て
、
大
い
に
人
世
間
の
境
に
非
ず
。
乃
ち
昭
覚
禅
寺
な

り
。）
と
あ
る
。
○
廊
廡　

表
御
殿
に
付
属
し
た
細
長
い
建
物
。
○
云

畢　

儀
式
な
ど
が
終
わ
る
こ
と
。『
貞
観
政
要
』「
封
建
」
篇
に
「
刑
措
之

敎
一
行
、
登
封
之
禮
云
畢
。」（
刑
措
の
教
へ 

一
た
び
行
は
れ
、
登
封
の

礼 

云こ
こ

に
畢を

は
る
。）
と
あ
る
。
○
敎
坊
樂　

教
坊
に
同
じ
。
唐
代
以
降
、

宮
中
で
音
楽
や
舞
踊
を
専
門
に
行
う
者
を
管
理
・
養
成
す
る
機
関
。
○

『
野
人
閑
話
』　

北
宋
の
景
煥
が
編
纂
し
た
小
説
集
。
既
に
佚
し
て
伝
わ
ら

な
い
。『
説
郛
』
に
引
く
『
野
人
閑
話
』
に
乾
徳
三
年
（
九
六
五
）
の
自

序
が
あ
る
。

〔
訳
文
〕

　

後
蜀
の
皇
太
后
の
宮
殿
に
は
衛
聖
神
竜
堂
が
あ
る
。
い
つ
も
厳
か
で
清

潔
に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
思
う
に
世
俗
で
い
う
屋
敷
神
に
あ
た
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
日
、
別
に
も
っ
と
広
い
建
物
を
建
て
よ
う
と
考
え
た
。

そ
し
て
昼
寝
し
て
い
た
時
、
夢
に
青
衣
の
侍
女
が
一
人
現
れ
て
、
皇
太
后

に
「
今 

神
竜
様
は
宮
城
の
外
に
出
て
住
み
た
い
と
思
し
召
し
で
す
。
寺

院
や
道
観
に
お
祀
り
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。」
と
言
っ
た
。
皇

太
后
は
そ
の
お
告
げ
に
従
い
た
い
と
思
っ
た
が
、
子
で
あ
る
皇
帝
は
許
さ

な
か
っ
た
。
皇
太
后
は
ま
た
青
衣
の
侍
女
が
重
ね
て
願
い
出
る
夢
を
見
た

の
で
、
昭
覚
寺
の
脇
部
屋
を
選
び
、
そ
こ
に
別
に
廟
を
一
つ
建
て
る
こ
と

に
し
た
。
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普
請
が
終
わ
り
、
内
装
の
壁
画
も
完
成
し
た
。
そ
し
て
教
坊
楽
に
、
神

竜
を
宮
中
か
ら
お
連
れ
す
る
際
に
は
送
神
曲
を
演
奏
し
、
新
し
い
廟
に
お

入
り
い
た
だ
く
際
に
は
迎
神
曲
を
演
奏
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
神
竜
の

引
っ
越
し
の
日
、
黒
い
雲
が
四
方
か
ら
集
ま
り
、
大
風
が
吹
き
荒
れ
た
。

神
竜
が
神
を
祀
る
位
置
に
鎮
座
さ
れ
る
と
、
大
雨
が
す
ぐ
に
降
り
出
し
た
。

　

衛
聖
神
竜
が
宮
殿
を
出
て
離
れ
る
の
は
不
吉
で
あ
る
と
言
う
人
が
い

た
。
翌
年
、
後
蜀
は
滅
亡
し
た
。
廟
が
建
て
ら
れ
た
土
地
は
廟
に
帰
属
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

◇
「
蛟
」

○
82
「
漢
武
白
蛟
」

〔
本
文
〕

　

漢
武
帝
恆
以
季
秋
之
月
、
汎
靈
溢
之
舟
於
琳
池
之
上
、
窮
夜
達
晝
。
于

季
臺
之
下
、
以
香
金
爲
鉤
、
縮
絲
綸
、
以
舟
鯉
爲
餌
。
不
踰
旬
日
、
釣
一

白
蛟
長
三
四
丈
。
若
龍
而
無
鱗
甲
。
帝
曰
、「
非
龍
也
。」
於
是
付
太
官
爲

鮓
。
而
肉
紫
靑
、
脆
美
無
倫
。
詔
賜
臣
下
、
以
爲
神
感
所
獲
。
後
竟
不
得
。

（
出
『
王
子
年
拾
遺
記
』）

〔
訓
読
〕

　

漢
武
帝 

恒
に
季
秋
の
月
を
以
て
、
霊
溢
の
舟
を
琳
池
の
上
に
汎う
か

べ
、

夜
を
窮き
は

め
て
昼
に
達
す
。
季
臺
の
下
に
于お

い
て
、
香
金
を
以
て
鉤
と
為
し
、

絲
を
縮
め
て
綸
と
し
、
舟
鯉
を
以
て
餌
と
為
す
。
旬
日
を
踰こ

え
ず
し
て
、

一
白
蛟
の
長た
け 

三
四
丈
な
る
を
釣
る
。
竜
の
若
く
し
て
鱗
甲
無
し
。
帝
曰

く
、
「
竜
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
是
に
於
い
て
太
官
に
付
し
鮓さ

と
為
さ
し

む
。
而
し
て
肉 

紫
青
、
脆ぜ
い

美び

な
る
こ
と
倫た
ぐ
ひ

無
し
。
詔
し
て
臣
下
に
賜
り
、

以
て
神
感
の
獲
し
む
る
所
と
為
す
。
後 

竟
に
得
ず
。

〔
語
注
〕

○
漢
武
帝　

前
一
五
六
年
～
前
八
七
年
、
在
位
一
四
一
年
～
前
八
七
年
。

漢
の
七
代
皇
帝
。
名
は
徹
。
匈
奴
を
討
伐
し
、
西
域
・
安
南
・
朝
鮮
を
経

略
し
、
儒
教
を
政
治
・
教
化
の
基
と
し
た
。
た
だ
し
こ
の
話
は
『
拾
遺
記
』

で
は
「
元
鳳
二
年
（
前
七
九
）」
と
な
っ
て
お
り
、
武
帝
で
は
な
く
、
八

代
皇
帝
昭
帝
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
○
季
秋
之
月  

旧
暦
九
月
の
こ

と
。
一
年
を
四
季
に
分
け
、
四
季
の
中
の
三
ヶ
月
を
そ
れ
ぞ
れ
「
孟
」「
仲
」

「
季
」
と
呼
ぶ
。
○
靈
溢
之
舟　

未
詳
。「
雲
鷁
之
舟
」
の
こ
と
か
。
雲

鷁
の
舟
は
舟
首
の
水
鳥
の
飾
り
に
雲
母
を
貼
り
付
け
た
豪
奢
な
舟
。『
三

輔
黄
図
』
巻
四
「
池
沼
」
に
「
成
帝
常
以
秋
日
與
趙
飛
燕
戲
於
太
液
池
。

以
沙
棠
木
爲
舟
、
以
雲
母
飾
於
鷁
首
。
一
名
雲
舟
。」（
成
帝 

常か
つ

て
秋
日

を
以
て
趙
飛
燕
と
太
液
池
に
戯
る
。
沙
棠
木
を
以
て
舟
と
為
し
、
雲
母
を

以
て
鷁
首
を
飾
る
。
一
に
雲
舟
と
名
づ
く
。）と
あ
る
。『
拾
遺
記
』は「
蘅

蘭
雲
鷁
之
舟
」に
作
る
。
○
琳
池　

昭
帝
が
始
元
元
年（
前
八
六
）に
穿
っ

た
池
。『
漢
書
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、『
三
輔
黄
図
』
巻
四
「
池
沼
」
に

「
琳
池
、
昭
帝
始
元
元
年
、
穿
琳
池
。
廣
千
歩
、
池
南
起
桂
臺
以
望
遠
。

東
引
太
液
之
水
。」（
琳
池
は
、
昭
帝
の
始
元
元
年
、
琳
池
を
穿
つ
。
広
さ

千
歩
、
池
の
南
に
桂
臺
を
起
こ
し
て
以
て
望
遠
す
。
東
の
か
た
太
液
の
水

を
引
く
。）
と
あ
る
。
○
季
臺　

未
詳
。
前
注
に
言
う
「
桂
臺
」
に
同
じ

か
。『
拾
遺
記
』
は
「
臺
」
に
作
る
。
○
香
金　

未
詳
。
質
の
良
い
金
を
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言
う
か
。
○
縮
絲
綸　
「
綸
」
は
釣
り
糸
。
糸
を
撚よ

っ
て
釣
り
糸
と
す
る

こ
と
か
。『
拾
遺
記
』
は
「

絲
爲
綸
」
に
作
る
。

絲
は
浅
葱
色
の
糸
。

○
舟
鯉　

舟
ほ
ど
の
大
き
さ
の
鯉
の
意
か
。
或
い
は
「
丹
鯉
」
の
誤
か
。

『
拾
遺
記
』
は
「
丹
鯉
」
に
作
る
。
○
蛟　

み
ず
ち
。
竜
の
一
種
で
四
足

が
あ
り
、
よ
く
大
水
を
起
こ
す
と
い
う
。
任
昉
『
述
異
記
』
巻
上
に
「
水

虺
五
百
年
化
爲
蛟
、蛟
千
年
化
爲
龍
、龍
五
百
年
爲
角
龍
、千
年
爲
應
龍
。」

（
水
虺
は
五
百
年
に
し
て
化
し
て
蛟
と
為
り
、
蛟
は
千
年
に
し
て
化
し
て

竜
と
為
り
、
竜
は
五
百
年
に
し
て
角
竜
と
為
り
、
千
年
に
し
て
応
竜
と
為

る
。）
と
あ
る
。
○
太
官　

宮
中
の
食
事
を
司
る
役
所
。
長
官
を
太
官
令
、

次
官
を
太
官
丞
と
い
う
。
○
鮓　

つ
け
う
お
。
塩
と
麹
や
糟
な
ど
で
つ
け

込
ん
で
か
も
し
た
魚
。
な
れ
ず
し
の
類
。
○
脆
美　

肉
が
軟
ら
か
で
う
ま

い
こ
と
。
○
『
王
子
年
拾
遺
記
』　
『
拾
遺
記
』
に
同
じ
。
晋
・
王
嘉
撰
。

子
年
は
王
嘉
の
字
。
こ
の
書
は
一
度
散
佚
し
、
現
在
見
ら
れ
る
の
は
梁
の

蕭
綺
が
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
皇
五
帝
以
来
の
異
聞
を
時
代
別
に
蒐

集
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
通
行
本
の
巻
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

漢
武
帝
は
い
つ
も
秋
九
月
と
な
る
と
、
霊
溢
の
舟
を
琳
池
に
浮
か
べ
、

夜
通
し
翌
日
の
昼
ま
で
遊
ん
だ
。
季
台
の
下
で
は
香
金
で
釣
り
針
を
作
り
、

絲
を
撚
っ
て
釣
り
糸
と
し
、
舟
程
の
大
き
さ
の
鯉
を
餌
と
し
て
釣
り
を
し

た
。
十
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
三
、
四
丈
（
一
丈
＝
二
．
四
一
二
ｍ
）

程
の
白
蛟
が
一
頭
釣
れ
た
。
竜
の
よ
う
だ
が
鱗
が
無
か
っ
た
。
武
帝
は

「
こ
れ
は
竜
で
は
な
い
。」
と
言
い
、
太
官
に
下
げ
渡
し
て
な
れ
ず
し
を
作

ら
せ
た
。
肉
は
青
紫
で
、
こ
の
上
な
く
柔
ら
か
で
美
味
し
か
っ
た
。
武
帝

は
詔
を
下
し
て
臣
下
に
賜
り
、
神
が
自
分
に
感
じ
て
捕
ま
え
さ
せ
て
く
れ

た
の
だ
と
考
え
た
。
そ
の
後
は
二
度
と
捕
ま
ら
な
か
っ
た
。

○
83
「
潯
陽
橋
」

〔
本
文
〕

　

潯
陽
城
東
門
通
大
橋
。
常
有
蛟
爲
百
姓
害
。
董
奉
疏
符
沈
水
中
、
少
日
、

見
一
蛟
死
浮
出
。（
出
『
潯
陽
記
』）

〔
訓
読
〕

　

潯
陽
城
の
東
門 

大
橋
に
通
ず
。
常か
つ

て
蛟
有
り
て
百
姓
の
害
と
為
る
。

董
奉 

符
を
疏
し
て
水
中
に
沈
む
る
に
、
少
日
に
し
て
、
一
蛟
の
死
し
て

浮
き
出
づ
る
を
見
る
。

〔
語
注
〕

○
潯
陽
城　

現
在
の
江
西
省
九
江
県
。
近
く
に
廬
山
が
あ
る
。
○
董
奉　

神
仙
の
名
。『
神
仙
伝
』
巻
六
に
伝
が
あ
る
。
但
し
『
神
仙
伝
』
に
は
蛟

を
退
治
す
る
話
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
○
疏
符　
「
疏
」
は
え
が
く
。

呪
符
を
書
す
こ
と
。
○
『
潯
陽
記
』　
『
尋
陽
記
』
に
同
じ
。
晋
宋
の
人

張
僧
監
撰
、
山
謙
之
撰
、
王
縝
撰
の
三
種
類
が
あ
る
。
皆
既
に
散
佚
し
て

お
り
、
現
在
は
逸
文
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ど
れ
も
廬
山
を
中

心
に
し
た
尋
陽
に
関
す
る
記
事
を
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
訳
文
〕

　

潯
陽
城
の
東
の
門
は
大
き
な
橋
に
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
蛟

が
人
々
に
禍
を
な
し
て
い
た
。
そ
こ
で
董
奉
が
符
を
書
し
て
水
中
に
沈
め

る
と
、
数
日
後
に
は
一
頭
の
蛟
が
死
ん
で
浮
か
び
上
が
っ
た
。



－ 58 －

○
84
「
王
述
」

〔
本
文
〕

　

呉
大
帝
赤
烏
三
年
七
月
、
有
王
述
者
採
藥
於
天
台
山
。
時
熱
、
息
於
石

橋
下
。
臨
溪
飮
、
忽
見
溪
中
有
一
小
靑
衣
長
尺
餘
、
執
一
靑
衣
（
衣
字
原

闕
。
據
明
鈔
本
補
。）
乘
赤
鯉
魚
。
徑
入
雲
中
、
漸
漸
不
見
。

　

述
良
久
登
峻
岩
四
望
、
見
海
上
風
雲
起
。
頃
刻
雷
電
交
鳴
、
俄
然
將
至
。

述
懼
、
伏
于
虚
樹
中
、
見
牽
一
物
如
布
、
而
色
如
漆
、
不
知
所
適
。

　

及
天
霽
、
又
見
所
乘
之
赤
鯉
小
童
、
還
入
溪
中
。
乃
黑
蛟
耳
。（
出『
三

呉
記
』）

〔
訓
読
〕

　

呉
大
帝
の
赤
烏
三
年
七
月
、
王
述
な
る
者
有
り 

薬
を
天
台
山
に
採
る
。

時
に
熱
く
し
て
、
石
橋
の
下
に
息い
こ

ふ
。
渓
に
臨
み
て
飲
む
に
、
忽
ち
渓
中

に
一
小
青
衣
の
長た
け 

尺
余
な
る
有
り
て
、
一
青
衣
を
執
り
て
赤
鯉
魚
に
乗

る
を
見
る
。
径た
だ

ち
に
雲
中
に
入
り
、
漸
漸
と
し
て
見
え
ず
。

　

述 

良や

や
久
し
く
し
て
峻
岩
に
登
り
て
四よ
も

に
望
め
ば
、
海
上
に
風
雲
の

起
こ
る
を
見
る
。
頃
刻
に
し
て
雷
電 

交こ
も

ご
も
鳴
り
、
俄
然
と
し
て
将
に

至
ら
ん
と
す
。
述 

懼
れ
、
虚
樹
の
中
に
伏
す
る
に
、
一
物
の
布
の
如
く
、

而
し
て
色 

漆
の
如
き
を
牽
く
を
見
、
適ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。

　

天
の
霽は

る
る
に
及
び
、
又
た
乗
る
所
の
赤
鯉
の
小
童
の
、
還
り
て
渓
中

に
入
る
を
見
る
。
乃
ち
黒
蛟
な
る
の
み
。

〔
語
注
〕

○
呉
大
帝　

孫
権
の
こ
と
。
一
八
二
～
二
五
二
。
字
は
仲
謀
。
父
孫
堅
、

兄
孫
策
の
業
を
継
ぎ
、
三
国
の
一
つ
呉
を
建
国
し
た
。
○
王
述　

未
詳
。

正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
天
台
山　

現
在
の
浙
江
省
台
州
市
天
台
県
の
北

に
あ
る
山
の
名
。『
幽
明
録
』
に
漢
の
劉
晨
・
阮
肇
が
こ
の
山
で
薬
を

採
っ
て
い
て
二
人
の
女
性
に
出
会
い
、
帰
っ
て
見
る
と
村
に
は
誰
も
見

知
っ
た
者
は
居
ら
ず
、七
世
の
孫
が
い
た
と
い
う
。
○
『
三
呉
記
』　

未
詳
。

三
呉
に
関
す
る
地
誌
の
類
か
。
三
呉
は
呉
興
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
一

帯
）、
呉
郡
（
現
在
の
浙
江
省
蘇
州
市
一
帯
）、
会
稽
（
現
在
の
浙
江
省
紹

興
市
一
帯
）
或
い
は
丹
陽
（
現
在
の
浙
江
省
南
京
市
一
帯
）
の
三
地
域
の

こ
と
。『
太
平
広
記
』
に
は
四
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

呉
大
帝
孫
権
の
赤
烏
三
年
（
二
四
〇
）
七
月
、
王
述
と
い
う
人
が
天
台

山
で
薬
を
採
集
し
て
い
た
。
丁
度
そ
の
時
暑
か
っ
た
の
で
、
石
橋
の
下
で

休
憩
し
て
い
た
。
谷
川
の
所
に
行
っ
て
水
を
飲
ん
で
い
る
と
、
突
然
谷
川

の
中
に
身
の
丈
一
尺
（
二
四
．
一
二
㎝
）
ほ
ど
の
小
さ
な
青
衣
の
侍
女
が

一
人
い
て
、
も
う
一
人
の
青
衣
の
侍
女
を
つ
か
ん
で
赤
い
鯉
に
乗
る
の
を

見
た
。
彼
女
た
ち
は
真
っ
直
ぐ
雲
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
段
々
見
え
な

く
な
っ
た
。

　

王
述
が
し
ば
ら
く
し
て
切
り
立
っ
た
岩
に
登
っ
て
四
方
を
眺
め
て
み
る

と
、
海
の
上
に
風
と
雲
が
沸
き
起
こ
る
の
が
見
え
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

雷
鳴
が
あ
ち
こ
ち
で
鳴
り
響
き
、
急
に
こ
ち
ら
ま
で
来
そ
う
に
な
っ
た
。

王
述
が
怖
く
な
っ
て
樹
の
洞
の
中
に
伏
せ
て
い
る
と
、
漆
の
よ
う
に
真
っ

黒
い
、
布
の
よ
う
な
物
が
引
っ
ぱ
ら
れ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

空
が
晴
れ
る
と
、
ま
た
赤
い
鯉
に
乗
っ
て
い
た
青
衣
の
子
供
が
谷
川
に

戻
っ
て
い
く
の
を
見
た
。
あ
れ
は
な
ん
と
黒
い
蛟
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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○
85
「
王
植
」

〔
本
文
〕

　

王
植
、
新
贛
人
也
。
乘
舟
過
襄
江
、
時
晩
日
遠
眺
。
謂
友
朱
壽
曰
、「
此

中
昔
楚
昭
王
獲
萍
實
之
處
、
仲
尼
言
童
謠
之
應
也
。」
壽
曰
、「
他
人
以
童

謠
爲
偶
然
、
而
聖
人
必
知
之
。」
言
訖
、
見
二
人
自
岸
下
。

　

靑
衣
持
蘆
杖
謂
植
曰
、「
卿
來
何
自
。」
植
曰
、「
自
新
贛
而
至
於
此
爾
。」

二
人
曰
、「
觀
君
皆
儒
士
也
。
習
何
典
敎
。」
植
、
壽
曰
、「
各
習
詩
禮
。」

二
人
且
笑
曰
、「
尼
父
云
、『
子
不
語
神
怪
。』
又
云
、『
敬
鬼
神
而
遠
之
。』

何
也
。」
壽
曰
、「
夫
子
聖
人
也
。
不
言
神
怪
者
、
恐
惑
典
敎
。
又
言
『
敬

鬼
神
而
遠
之
』
者
、
以
戒
彝
倫
。
其
意
在
奉
宗
之
孝
。」
二
人
曰
、「
善
。」

又
曰
、「
卿
信
乎
。」
曰
、「
然
。」

　

二
人
曰
、「
我
實
非
鬼
神
、
又
非
人
類
。
今
日
偶
與
卿
談
。
乃
天
使
也
。」

又
謂
植
曰
、「
明
日
此
岸
有
李
環
、
戴
政
。
倶
商
徒
、
以
利
剥
萬
民
、
所

貪
未
已
。
上
帝
惡
、
欲
懲
其
罪
於
三
日
内
。
卿
無
此
泊
。
愼
之
。」
言
訖
、

沒
於
江
。
壽
、
植
但
驚
異
之
、
未
明
何
怪
也
。

　

及
明
、
植
謂
壽
曰
、「
有
此
之
不
祥
、
可
移
於
遠
矣
。」
乃
牽
舟
于
上
流

五
百
餘
歩
。
纜
訖
、
見
十
餘
大
舟
自
上
流
而
至
、
果
泊
於
植
本
處
。
植
曰
、

「
可
便
詳
問
其
故
。
要
知
姓
字
。」
於
是
壽
杖
策
而
問
之
。
二
商
姓
字
、

果
如
其
所
言
。
壽
心
驚
曰
、「
事
定
矣
。」
乃
謂
植
曰
、「
夫
陰
晦
之
閒
、

惡
人
之
不
善
、
今
夕
方
信
之
矣
。」
植
曰
、「
夫
言
幽
明
者
、
以
幽
有
神
而

神
之
明
、
奈
何
不
信
乎
。」
時
晉
恭
帝
元
熙
元
年
七
月
也
。
八
日
至
十
日
、

果
有
大
風
雷
雨
、
而
二
商
一
時
沈
溺
。

　

植
初
聞
二
人
之
言
、
私
告
於
人
。
及
是
共
觀
者
有
數
百
人
。
内
有
耿
譚

者
年
七
十
、
素
諳
土
事
。
謂
植
曰
、「
此
中
有
二
蛟
如
靑
蛇
、
長
丈
餘
。

往
往
見
於
波
中
、
時
化
遊
於
洲
渚
。
然
亦
不
甚
傷
物
。
卿
所
見
二
人
靑
衣

者
、
恐
是
此
蛟
有
靈
、
奉
上
帝
之
命
也
。」（
出
『
九
江
記
』）

〔
訓
読
〕

　

王
植
は
、
新し
ん

贛か
む

の
人
な
り
。
舟
に
乗
り
て
襄
江
を
過す

ぐ
る
に
、
時
に
晩

日 

遠
く
眺
む
。
友
の
朱
寿
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の
中 

昔 

楚
昭
王 

萍

実
を
獲
る
の
処
、
仲
尼 

童
謡
の
応
を
言
ふ
な
り
」
と
。
寿
曰
く
、「
他
人

童
謡
を
以
て
偶
然
と
為
す
も
、
而
る
に
聖
人 

必
ず
之
を
知
れ
り
」
と
。

言
ひ
訖
り
て
、
二
人
の
岸
よ
り
下
る
を
見
る
。

　

青
衣 

蘆
杖
を
持
ち
て
植
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
卿 

来
た
る
こ
と
何
れ
よ

り
す
る
か
」
と
。
植
曰
く
、「
新
贛
よ
り
し
て
此
に
至
る
の
み
」
と
。
二

人
曰
く
、「
君
を
観
る
に
皆
儒
士
な
り
。
何
れ
の
典
教
を
習
ふ
か
」
と
。

植
、
寿
曰
く
、「
各
お
の
詩
礼
を
習
ふ
」
と
。
二
人 

且
つ
笑
ひ
て
曰
く
、

「
尼
父
云
ふ
、『
子 

神
怪
を
語
ら
ず
』
と
。
又
た
云
ふ
、『
鬼
神
を
敬
し
て

之
を
遠
ざ
く
』
と
。
何
ぞ
や
」
と
。
寿
曰
く
、「
夫
子
は
聖
人
な
り
。

神
怪
を
言
は
ざ
る
は
、
典
教
を
惑
は
さ
ん
こ
と
を
恐
る
。
又
た
『
鬼
神
を

敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
』
と
言
ふ
は
、
以
て
彝い

倫り
ん

を
戒
む
。
其
の
意 

宗
を

奉
る
の
孝
に
在
り
」
と
。
二
人
曰
く
、「
善
し
」
と
。
又
た
曰
く
、「
卿
は

信
と
す
る
か
」
と
。
曰
く
、「
然
り
」
と
。

　

二
人
曰
く
、「
我 

実ま
こ
と

に
鬼
神
に
非
ず
、
又
た
人
の
類
に
非
ず
。
今
日 

偶た
ま

た
ま
卿
と
談
ず
。
乃
ち
天
の
使
ひ
な
り
」
と
。
又
た
植
に
謂
ひ
て
曰
く
、

「
明
日 
此
の
岸
に
李
環
、
戴
政
有
り
。
倶
に
商
徒
に
し
て
、
利
を
以
て

万
民
を
剥そ
こ

な
ひ
、
貪
る
所 

未
だ
已
ま
ず
。
上
帝 

悪に
く

み
、
其
の
罪
を
三
日
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の
内
に
懲
ら
さ
ん
と
欲
す
。
卿 

此
の
泊
無
か
ら
ん
こ
と
を
。
之
を
慎
し

め
よ
」
と
。
言
ひ
訖
り
て
、
江
に
没
す
。
寿
、
植 

但
だ
之
に
驚
異
し
、

未
だ
何
れ
の
怪
な
る
か
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
。

　

明
に
及
び
、
植 

寿
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の
不
祥
有
れ
ば
、
遠
き
に
移

る
べ
し
」
と
。
乃
ち
舟
を
上
流
に
牽
く
こ
と
五
百
余
歩
。
纜
と
も
づ
な

す
る
こ
と

訖を

は
り
、
十
余
の
大
舟
の
上
流
よ
り
し
て
至
り
、
果
し
て
植
の
本
処
に
泊

ま
る
を
見
る
。
植
曰
く
、「
便
ち
詳
ら
か
に
其
の
故
を
問
ふ
べ
し
。
姓
字

を
知
ら
ん
こ
と
を
要も
と

む
」と
。
是
に
於
い
て
寿 

策つ
え

を
杖
つ
き
て
之
に
問
ふ
。

二
商
の
姓
字
、
果
し
て
其
の
言
ふ
所
の
如
し
。
寿 

心
に
驚
き
て
曰
く
、

「
事 

定
ま
れ
り
」
と
。
乃
ち
植
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
夫
れ
陰
晦
の
間
、
人

の
不
善
を
悪に
く

む
は
、
今
夕 

方は
じ

め
て
之
を
信
ず
」
と
。
植
曰
く
、「
夫
れ
幽

明
を
言
ふ
者
は
、
幽
に
神
有
り
て
神
は
之 
明
な
る
を
以
て
す
れ
ば
、
奈

何
ぞ
信
ぜ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
時
に
晋
恭
帝
元
熙
元
年
七
月
な
り
。
八
日
よ

り
十
日
に
至
り
、
果
し
て
大
風
雷
雨
有
り
、
而
し
て
二
商 
一
時
に
沈
溺
す
。

　

植 

初
め
二
人
の
言
を
聞
き
、
私ひ
そ

か
に
人
に
告
ぐ
。
是
に
及
び
て
共
に

観
る
者
数
百
人
有
り
。
内
に
耿
譚
な
る
者
有
り 

年
七
十
、
素
よ
り
土
事

を
諳そ
ら

ん
ず
。
植
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の
中
に
二
蛟
有
り 

青
蛇
の
如
く
、
長た
け

丈
余
。
往
往
に
し
て
波
中
に
見あ
ら
は

れ
、
時
に
化
し
て
洲
渚
に
遊
ぶ
。
然
れ

ど
も
亦
た
甚
だ
し
く
は
物
を
傷
つ
け
ず
。
卿
の
見
る
所
の
二
人
の
青
衣
の

者
は
、
恐
ら
く
は
是 

此
の
蛟
に
霊
有
り
、
上
帝
の
命
を
奉
り
し
な
ら
ん
」

と
。

〔
語
注
〕

○
王
植　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
新
贛　

未
詳
。
な
お
「
贛
」

は
県
名
で
、
今
の
江
西
省
贛
州
市
。
○
襄
江　

襄
水
に
同
じ
か
。『
太
平

寰
宇
記
』
巻
百
四
十
五
「
山
南
東
道
・
襄
州
・
襄
陽
県
」
に
「
涑
水
、
亦

名
襄
水
。
荊
楚
之
地
水
駕
山
而
上
者
、
皆
呼
爲
襄
上
也
。
今
土
人
呼
涑
水

上
流
亦
呼
爲
襄
、
水
名
即
無
定
。」（
涑
水
、
亦
た
襄
水
と
名
づ
く
。
荊
楚

の
地 

水 

山
に
駕
し
て
上
る
者
、
皆 

呼
び
て
襄
上
と
為
す
な
り
。
今 

土

人 

涑
水
の
上
流
を
呼
び
て
亦
た
呼
び
て
襄
と
為
せ
ば
、
水
の
名 

即
ち
定

ま
り
無
し
。）
と
あ
る
。
○
朱
壽　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
楚

昭
王
獲
萍
實
之
處　

楚
昭
王
は
春
秋
戦
国
時
代
の
楚
の
王
。
前
五
一
六
～

前
四
八
九
。『
春
秋
左
氏
伝
』
哀
公
六
年
に
「
孔
子
曰
、
楚
昭
王
知
大
道

矣
。
其
不
失
國
也
、
宜
哉
。」（
孔
子
曰
く
、「
楚
の
昭
王
は
大
道
を
知
れ

り
。
其
の
国
を
失
は
ざ
る
や
、
宜
し
き
か
な
」
と
。）
と
あ
り
、
孔
子
は

高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
話
は
『
説
苑
』「
弁
物
」
篇
に
、
楚
の
昭
王

が
長
江
を
渡
る
時
に
、
升
位
の
大
き
さ
の
も
の
が
王
の
舟
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

昭
王
が
怪
し
ん
で
孔
子
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
孔
子
は
「
此
名
萍
實
。
令
剖

而
食
之
。
惟
霸
者
能
獲
之
。
此
吉
祥
也
。」（
此 

名
は
萍
実
。
剖さ

き
て
之

を
食
ら
は
し
む
。
惟
だ
霸
者
の
み
能
く
之
を
獲
。
此 

吉
祥
な
り
。）
と
答

え
た
と
い
う
話
を
踏
ま
え
る
。
○
仲
尼
言
童
謠
之
應　

前
項
「
楚
昭
王
獲

萍
實
之
處
」
注
に
引
く
『
説
苑
』
の
続
き
に
、
孔
子
が
弟
子
に
「
異
時
小

兒
謠
曰
、
楚
王
渡
江
得
萍
實
、
大
如
拳
、
赤
如
日
、
剖
而
食
之
、
美
如
蜜
。

此
楚
之
應
也
。
…
（
中
略
）
…
夫
謠
之
後
、
未
嘗
不
有
應
隨
者
也
。
故
聖

人
非
獨
守
道
而
已
也
。
睹
物
記
也
、
即
得
其
應
矣
。」（
異
時 

小
児
の
謡

に
曰
く
、「
楚
王 

江
を
渡
り
て
萍
実
を
得
、
大
な
る
こ
と
拳
の
如
く
、
赤

き
こ
と
日
の
如
く
、
剖
き
て
之
を
食
ら
は
ば
、
美う
ま

き
こ
と
蜜
の
如
し
」
と
。



－ 61 －

此 
楚
の
応
な
り
。
…
（
中
略
）
…
夫
れ
謡
の
後
、
未
だ
嘗
て
応
随
す
る

者
有
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
聖
人
は
独
り
道
を
守
る
の
み
に
非

ざ
る
な
り
。
物
を
睹み

て
記
さ
ば
、
即
ち
其
の
応
を
得
ん
。）
と
語
っ
た
と

あ
る
。
○
子
不
語
神
怪　
『
論
語
』「
述
而
」
篇
に
「
子
不
語
怪
力
亂
神
。」

（
子 

怪 

力 
乱 
神
を
語
ら
ず
。）
と
あ
る
。
○
敬
鬼
神
而
遠
之　
『
論
語
』

「
雍
也
」
篇
に
「
子
曰
、
務
民
之
義
、
敬
鬼
神
而
遠
之
。
可
謂
知
矣
。」

（
子
曰
く
、「
民
の
義
に
務
め
、
鬼
神
を
敬
ひ
て
之
を
遠
ざ
く
。
知
と
謂

ふ
べ
し
。」）
と
あ
る
。
○
彝
倫　

人
と
し
て
守
る
べ
き
不
変
の
法
。
○
李

環
・
戴
政　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
晉
恭
帝　

三
八
六
～
四
二

一
、
在
位
四
一
九
～
四
二
〇
。
東
晋
最
後
の
皇
帝
。
名
は
司
馬
徳
文
。
四

一
八
年
に
兄
の
安
帝
が
殺
さ
れ
る
と
帝
位
に
就
か
さ
れ
た
が
、
劉
裕
が
入

京
す
る
や
譲
位
を
迫
ら
れ
た
。
退
位
後
、
毒
殺
を
恐
れ
て
褚
皇
后
が
自
ら

調
理
し
て
い
た
が
、
乱
入
し
た
兵
士
に
殺
さ
れ
た
。『
晋
書
』
巻
十
に
本

紀
が
あ
る
。
○
耿
譚　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
『
九
江
記
』　

未
詳
。
九
江
に
関
す
る
地
誌
の
類
か
。
九
江
は
諸
説
あ
り
、
川
の
名
と
も

洞
庭
湖
の
古
称
と
も
郡
の
名
と
も
言
う
。『
太
平
広
記
』
に
は
五
話
が
採

録
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
『
九
江
志
』
に
同
じ
か
。『
九
江
志
』
は
魏
・

何
晏
撰
の
佚
書
で
あ
る
が
、『
説
郛
』（
宛
委
山
堂
本
）
㢧
六
十
一
に
五
話

が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
話
は
見
え
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

王
植
は
新
贛
の
人
で
あ
る
。
舟
に
乗
っ
て
襄
江
を
通
っ
て
い
た
際
、
日

が
暮
れ
て
遠
く
を
眺
め
て
い
た
。
王
植
は
友
人
の
朱
寿
に
「
こ
こ
は
昔

楚
の
昭
王
が
浮
き
草
の
実
を
採
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
孔
子
が
童
謡
の
兆

し
を
述
べ
た
と
こ
ろ
だ
。」
と
言
っ
た
。
朱
寿
は
「
童
謡
は
偶
然
だ
と
い

う
者
も
い
る
が
、
聖
人
は
き
っ
と
ど
う
い
う
こ
と
か
分
か
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。」
と
言
っ
た
。
話
し
終
わ
る
と
、
二
人
連
れ
が
岸
か
ら
下
り
て
く

る
の
が
見
え
た
。

　

芦
の
杖
を
持
っ
た
青
衣
の
人
が
王
植
に
「
お
前
は
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
。」
と
尋
ね
る
と
、
王
植
は
「
新
贛
か
ら
こ
こ
に
来
ま
し
た
。」
と
答
え

た
。
二
人
は
「
そ
な
た
ら
を
見
る
に
ど
ち
ら
も
儒
士
の
よ
う
だ
。
い
か
な

る
典
籍
を
学
ん
だ
か
。」
と
尋
ね
た
。
王
植
と
朱
寿
は
「
そ
れ
ぞ
れ
『
詩
』

と
『
礼
』
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。」
と
答
え
た
。
二
人
は
笑
い
な
が
ら
、「
孔

子
殿
は
『
子 

神
怪
を
語
ら
ず
』
と
言
い
、『
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
』

と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。」
と
尋
ね
た
。
朱
寿
は
「
孔
子

様
は
聖
人
で
す
。
神
怪
を
語
ら
な
い
の
は
、
教
え
を
惑
わ
す
こ
と
を
恐
れ

た
の
で
す
。
ま
た
『
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
』
と
言
っ
た
の
は
、
人

類
不
変
の
道
を
守
る
よ
う
に
戒
め
た
の
で
す
。
孔
子
様
の
お
考
え
は
祖
先

を
尊
ぶ
孝
に
あ
り
ま
す
。」
と
答
え
た
。
二
人
は
「
よ
か
ろ
う
。」
と
言
っ

た
。
ま
た
「
お
前
た
ち
は
そ
れ
を
正
し
い
と
思
う
か
。」
と
尋
ね
た
。
王

植
と
朱
寿
は
「
は
い
。」
と
答
え
た
。

　

二
人
は
「
私
達
は
実
は
鬼
神
で
も
人
間
で
も
な
い
。
今
日
は
た
ま
た
ま

お
前
と
語
ら
っ
た
が
、
天
の
使
者
な
の
だ
。」
と
言
っ
た
。
ま
た
王
植
に

「
明
日
こ
の
岸
に
李
環
と
戴
政
と
い
う
者
が
来
る
。
ど
ち
ら
も
商
人
で
、

利
益
を
求
め
て
万
民
を
害
し
、
際
限
な
く
貪
っ
て
お
る
。
上
帝
が
彼
ら
を

快
く
思
わ
ず
、
三
日
の
内
に
懲
罰
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
お
前
は
決

し
て
こ
こ
に
停
泊
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
言
っ
た
。
言
い
終
わ
る
と
川
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の
中
に
沈
ん
で
い
っ
た
。
朱
寿
と
王
植
は
驚
く
ば
か
り
で
、
彼
ら
が
如
何

な
る
怪
異
で
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
、
王
植
は
朱
寿
に
「
こ
ん
な
不
吉
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

だ
か
ら
、
遠
く
に
移
動
し
よ
う
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
舟
を
上
流
に
五

百
歩
余
り
（
一
歩
＝
一
．
四
四
七
二
ｍ
）
移
動
さ
せ
た
。
纜
を
結
び
終
わ

る
と
、
大
き
な
舟
が
十
数
艘
上
流
か
ら
下
っ
て
き
て
、
確
か
に
王
植
が

元
々
停
泊
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
に
舟
を
泊
め
た
。
王
植
は
「
詳
し
く
話
を

聞
い
て
み
よ
う
。
名
前
が
知
り
た
い
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
朱
寿
が
杖

を
つ
い
て
尋
ね
に
行
っ
た
。
商
人
二
人
の
名
前
は
確
か
に
先
の
青
衣
の
人

が
言
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。
朱
寿
は
内
心
「
物
事
に
は
定
め
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
だ
な
。」
と
驚
い
た
。
そ
し
て
王
植
に
「
そ
も
そ
も
目
に
見

え
ぬ
世
界
は
人
間
が
悪
行
を
働
く
こ
と
を
嫌
う
と
い
う
こ
と
が
、
今
晩

や
っ
と
分
か
っ
た
。」
と
言
っ
た
。
王
植
は
「
そ
も
そ
も
『
幽
明
』
と
い

う
の
は
、
目
に
見
え
ぬ
『
幽
』
の
中
に
真
理
た
る
『
神
』
が
あ
り
、『
神
』

こ
そ
が
『
明
』
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
信
じ
な
い
訳
に
い
く
だ
ろ

う
か
。」
と
言
っ
た
。
晋
恭
帝
の
元
熙
元
年
（
四
一
九
）
七
月
の
こ
と
で

あ
る
。
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
確
か
に
大
風
と
雷
雨
が
あ
り
、
商
人
二
人

は
一
度
に
溺
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

王
植
は
二
人
の
言
葉
を
聞
い
て
ま
も
な
く
、
こ
っ
そ
り
他
の
人
に
こ
の

こ
と
を
話
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
一
緒
に
目
撃
し
た
者
は
数
百
人
い
た
。

そ
の
中
に
耿
譚
と
い
う
者
が
い
た
。
歳
は
七
十
歳
で
、
も
と
も
と
地
域
に

ま
つ
わ
る
話
を
暗
記
し
て
い
た
。
耿
譚
は
王
植
に
「
こ
こ
に
は
青
蛇
の
よ

う
で
、
身
の
丈
一
丈
（
一
丈
＝
三
．
一
一
ｍ
）
ほ
ど
の
蛟
が
二
匹
棲
み
つ

い
て
い
る
。 

し
ば
し
ば
波
間
に
姿
を
現
し
、
時
に
は
姿
を
変
え
て
渚
に

遊
ぶ
。
し
か
し
酷
く
物
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
お
前
が
見
た
青
衣

の
二
人
は
、
恐
ら
く
こ
の
蛟
に
神
霊
の
力
が
あ
っ
て
、
上
帝
の
命
を
奉
っ

て
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
。

○
86
「
陸
社
兒
」

〔
本
文
〕

　

陸
社
兒
者
、
江
夏
民
。
常
種
稻
於
江
際
、
夜
歸
、
路
逢
一
女
子
、
甚
有

容
質
。
謂
社
兒
曰
、「
我
昨
自
縣
前
來
、
今
欲
歸
浦
里
。
願
投
君
宿
。」
然

辭
色
甚
有
憂
容
。
社
兒
不
得
已
、
同
歸
、
閉
室
共
寢
。

　

未
幾
、
便
聞
暴
風
震
雷
明
照
。
社
兒
但
覺
此
女
驚
惶
、
制
之
不
止
。
須

臾
雷
震
、
只
在
簾
前
。
社
兒
寢
室
、
有
物
突
開
。
乘
電
光
、
見
一
大
毛
手

拏
此
女
去
。
社
兒
仆
地
、
絶
而
復
蘇
。

　

及
明
、
隣
里
異
而
問
之
。
社
兒
告
以
女
子
投
宿
之
事
。
少
頃
、
鄕
人
有

渡
江
來
者
。
云
、「
此
去
九
里
、
有
大
蛟
龍
無
首
、
長
百
餘
丈
。
血
流
注

地
、
盤
泊
數
畝
。
有
千
萬
禽
鳥
、
臨
而
譟
之
也
。」（
出
『
九
江
記
』）

〔
訓
読
〕

　

陸
社
児
は
、
江
夏
の
民
な
り
。
常か
つ

て
稲
を
江
際
に
種
え
、
夜 

帰
る
に
、

路
に
一
女
子
の
、
甚
だ
容
質
有
る
に
逢
ふ
。
社
児
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
我 

昨さ
き

に
県
前
よ
り
来
た
り
、
今 

浦
里
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
願
は
く
は
君
が
宿

に
投
ぜ
ん
」
と
。
然
し
て
辞
色 

甚
だ
憂
容
有
り
。
社
児 

已
む
を
得
ず
、

同
に
帰
り
、
室
を
閉
ざ
し
て
共
に
寝
ぬ
。

　

未
だ
幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
し
て
、
便
ち
暴
風
を
聞
き 

震
雷 

明
照
す
。
社
児
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但
だ
此
の
女
の
驚
惶
す
る
を
覚
え
、
之
を
制
す
る
も
止
ま
ず
。
須
臾
に
し

て
雷
震
あ
り
、
只
だ
簾
前
に
在
り
。
社
児 

室
に
寝
ぬ
る
に
、
物
の
突
き

開
く
有
り
。
電
光
に
乗
じ
、
一
大
毛
手
の
此
の
女
を
拏つ
か

み
て
去
る
を
見
る
。

社
児 

地
に
仆ふ

し
、
絶
え
て
復
た
蘇
る
。

　

明
に
及
び
、
隣
里 

異
と
し
て
之
に
問
ふ
。
社
児 

告
ぐ
る
に
女
子
投
宿

の
事
を
以
て
す
。
少
頃
に
し
て
、
郷
人
に
江
を
渡
り
て
来
た
る
者
有
り
。

云
ふ
、「
此
を
去
る
こ
と
九
里
に
、
大
蛟
竜
の
首
無
き
も
の
有
り
、
長た
け 

百

余
丈
。
血 

流
れ
て
地
に
注
ぎ
、
盤
泊
す
る
こ
と
数
畝
。
千
万
の
禽
鳥
有

り
、
臨
み
て
之
に
譟さ
わ

ぐ
な
り
」
と
。

〔
語
注
〕

○
陸
社
兒　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
江
夏  

県
名
。
現
在
の
湖

北
省
武
漢
市
。
○
浦
里　

未
詳
。
或
い
は
具
体
的
な
地
名
で
は
な
く
、
水

辺
の
集
落
の
こ
と
か
。
○
『
九
江
記
』　

未
詳
。
九
江
に
関
す
る
地
誌
の

類
か
。
九
江
は
諸
説
あ
り
、
川
の
名
と
も
洞
庭
湖
の
古
称
と
も
郡
の
名
と

も
言
う
。『
太
平
広
記
』
に
は
五
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
『
九

江
志
』
に
同
じ
か
。『
九
江
志
』
は
魏
・
何
晏
撰
の
佚
書
で
あ
る
が
、『
説

郛
』（
宛
委
山
堂
本
）
㢧
六
十
一
に
五
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

こ
の
話
は
見
え
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

陸
社
児
は
江
夏
の
民
で
あ
る
。
か
つ
て
川
の
側
に
稲
を
種
え
、
夜
に
帰

ろ
う
と
す
る
と
、
道
で
一
人
の
と
て
も
美
し
い
女
性
に
会
っ
た
。
女
性
は

陸
社
児
に
「
私
は
先
頃
県
の
役
所
の
辺
り
か
ら
や
っ
て
来
て
、
今
浦
里
に

帰
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
ど
う
か
あ
な
た
の
御
宅
に
泊
め
て
く
だ
さ
い

ま
せ
ん
か
。」
と
言
っ
た
。
非
常
に
困
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
の
で
、
陸
社

児
は
仕
方
な
く
連
れ
て
帰
り
、
戸
締
ま
り
を
し
て
一
緒
に
寝
た
。

　

ど
れ
ほ
ど
も
し
な
い
内
に
、
暴
風
が
吹
き
荒
れ
る
音
が
聞
こ
え
、
雷
光

が
閃
い
た
。
陸
社
児
は
女
性
が
驚
き
慌
て
る
の
を
感
じ
取
り
、
な
だ
め
よ

う
と
し
た
が
き
か
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
雷
が
窓
の
簾
の
辺
り
で

鳴
り
響
い
た
。
陸
社
児
は
室
内
で
寝
て
い
た
が
、
何
か
が
突
き
破
っ
て
き

た
。
雷
光
で
照
ら
さ
れ
て
、
一
本
の
大
き
な
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
手
が
女
性

を
引
っ
つ
か
ん
で
行
く
の
が
見
え
た
。
陸
社
児
は
地
面
に
倒
れ
伏
し
て
気

絶
し
、
そ
の
後
息
を
吹
き
返
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
、
近
隣
の
人
々
が
不
思
議
に
思
っ
て
陸
社
児
に
何
が

あ
っ
た
の
か
尋
ね
た
の
で
、
陸
社
児
は
女
性
が
泊
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
話

し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
川
を
渡
っ
て
来
た
村
人
が
「
こ
こ
か
ら
九
里

（
約
三
．
九
㎞
）
の
と
こ
ろ
で
、
首
が
無
い
百
丈
余
り
（
一
丈
＝
二
．

四
一
二
ｍ
）
の
大
き
な
蛟
が
、
地
面
に
血
を
流
し
な
が
ら
数
畝
（
一
畝
＝

五
．
〇
二
六
五
三
ａ
）
に
渡
っ
て
蟠
っ
て
い
た
。
千
羽
万
羽
も
の
鳥
が
集

ま
っ
て
き
て
鳴
き
騒
い
で
い
た
。」
と
言
っ
た
。

○
87
「
長
沙
女
」

〔
本
文
〕

　

長
沙
有
人
忘
姓
名
、
家
江
邊
。
有
女
下
渚
澣
衣
、
覺
身
中
有
異
、
後
不

以
爲
患
。
遂
妊
身
、
生
三
物
。
皆
如
鰕
魚
。
女
以
己
所
生
、
甚
憐
之
、
著

澡
盤
水
中
養
。

　

經
三
月
、
此
物
遂
大
。
乃
是
蛟
子
。
各
有
字
、
大
者
爲
當
洪
、
次
者
名
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破
阻
、
小
者
曰
撲
岸
。
天
暴
雨
、
三
蛟
一
時
倶
去
、
遂
失
所
在
。

　

後
天
欲
雨
、此
物
輒
來
。
女
亦
知
其
當
來
、便
出
望
之
。
蛟
子
亦
出
（
出

字
原
闕
。
據
陳
校
本
補
。）
頭
望
母
、
良
久
復
去
。

　

經
年
、
此
女
亡
後
、
三
蛟
一
時
倶
至
墓
所
哭
泣
、
經
日
乃
去
。
聞
其
哭

聲
、
状
如
狗
嗥
。（
出
『
續
搜
神
記
』）

〔
訓
読
〕

　

長
沙
に
人
の
姓
名
を
忘
る
る
有
り
、
江
辺
に
家
す
。
女
の
渚
に
下
り
て

衣
を
澣あ
ら

ふ
有
り
、
身
中
に
異
有
る
を
覚
ゆ
る
も
、
後 

以
て
患
ひ
と
為
さ

ず
。
遂
に
妊
身
し
、
三
物
を
生
む
。
皆 

鰕
魚
の
如
し
。
女 

己
の
生
む
所

な
る
を
以
て
、
甚
だ
之
を
憐
れ
み
、
澡
盤
水
中
に
著つ

け
て
養
ふ
。

　

三
月
を
経
、
此
の
物 

遂
に
大
な
り
。
乃
ち
是 

蛟
子
な
り
。
各お
の

お
の
字
あ
ざ
な

有
り
、
大
な
る
者
を
当
洪
と
為
し
、
次
な
る
者
を
破
阻
と
名
づ
け
、
小
な

る
者
を
撲
岸
と
曰
ふ
。
天 

暴に
は

か
に
雨
ふ
り
、
三
蛟 
一
時
に
倶
に
去
り
、

遂
に
在
る
所
を
失
ふ
。

　

後 

天 

雨
ふ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
此
の
物 

輒
ち
来
た
る
。
女
も
亦
た
其

の
当
に
来
た
る
べ
き
を
知
り
、
便
ち
出
で
て
之
を
望
む
。
蛟
子
も
亦
た
頭

を
出
だ
し
て
母
を
望
み
、
良や

や
久
し
く
し
て
復
た
去
る
。

　

年
を
経
、
此
の
女 

亡し

せ
し
後
、
三
蛟 

一
時
に
倶
に
墓
所
に
至
り
て
哭

泣
し
、
日
を
経
て
乃
ち
去
る
。
其
の
哭
声
を
聞
く
に
、
状 

狗
の
嗥ほ

ゆ
る

が
如
し
。

〔
語
注
〕

○
長
沙　

湖
南
省
長
沙
市
。
洞
庭
湖
の
南
東
、
湘
江
の
右
岸
。
○
鰕
魚  

エ
ビ
。
ま
た
山
椒
魚
の
こ
と
。『
爾
雅
』「
釈
魚
」に「
鯢
、
大
者
謂
之
鰕
。」

（
鯢
、
大
な
る
者
は
之
を
鰕
と
謂
ふ
。）
と
あ
り
、
郭
璞
注
に
「
今
鯢
魚
似

鮎
四
脚
。
前
似
獼
猴
、
後
似
狗
、
聲
如
小
兒
啼
。
大
者
長
八
九
尺
。」（
今

鯢
魚 

鮎な
ま
づ

に
似
て
四
脚
あ
り
。
前
は
獼
猴
に
似
、
後
は
狗
に
似
、
声
は
小

児
の
啼
く
が
如
し
。
大
な
る
者
は
長た
け 

八
九
尺
。）
と
あ
る
。
○
『
續
搜
神

記
』　
『
捜
神
後
記
』
の
こ
と
。
十
巻
。
晋
・
陶
淵
明
（
三
六
五
～
四
二

七
）
撰
と
さ
れ
る
。
十
巻
。
こ
の
書
が
陶
淵
明
撰
と
さ
れ
る
の
は
「
桃
花

源
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
偽
託
。
こ

の
話
は
『
捜
神
後
記
』
巻
十
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

長
沙
の
川
辺
に
名
前
が
伝
わ
ら
な
い
人
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
女
性
が

岸
辺
に
下
り
て
衣
服
を
洗
っ
て
い
た
際
に
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
が
、
そ

の
後
は
気
に
し
な
い
で
い
た
。
そ
う
し
て
身
ご
も
り
、
エ
ビ
の
よ
う
な
も

の
を
三
匹
生
ん
だ
。
女
性
は
自
分
が
産
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

を
と
て
も
慈
し
み
、
盥た
ら
い

の
水
の
中
に
入
れ
て
育
て
て
い
た
。

　

三
ヶ
月
経
つ
と
、
こ
れ
ら
の
物
は
大
き
く
な
っ
た
。
な
ん
と
蛟
の
子
な

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
番
大
き
い
も
の
を
「
当
洪
」（
大
水
に
ぶ
ち

当
た
る
）、
二
番
目
を
「
破
阻
」（
邪
魔
物
を
破
壊
す
る
）、
一
番
小
さ
い

も
の
を
「
撲
岸
」（
岸
に
打
ち
つ
け
る
）
と
名
付
け
た
。
急
に
雨
が
降
り

出
し
、
蛟
は
三
匹
と
も
一
緒
に
ど
こ
か
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
ど
こ
に
い
る

か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
た
び
に
、
こ
の
蛟
達
は
や
っ
て
来
た
。

女
性
も
蛟
達
が
き
っ
と
来
る
と
き
を
察
知
し
、
す
ぐ
に
外
に
出
て
眺
め

や
っ
た
。
蛟
も
頭
を
出
し
て
母
の
方
を
遠
望
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
去
っ
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て
行
く
の
だ
っ
た
。

　

一
年
後
、
こ
の
女
性
が
亡
く
な
る
と
、
蛟
は
三
匹
と
も
一
緒
に
彼
女
の

墓
に
や
っ
て
来
て
声
を
上
げ
て
泣
き
、
丸
一
日
経
っ
て
や
っ
と
帰
っ
て

行
っ
た
。
そ
の
泣
き
声
は
犬
が
吠
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
88
「
蘇
頲
」

〔
本
文
〕

　

唐
蘇
頲
始
爲
烏
程
尉
。
暇
日
、
曾
與
同
寮
汎
舟
沿
溪
。
醉
後
諷
詠
、
因

至
道
磯
寺
。
寺
前
是
霅
溪
最
深
處
、
此
水
深
不
可
測
。
中
有
蛟
螭
、
代
爲

人
患
。
頲
乘
醉
歩
行
、
還
自
駱
駝
橋
。
遇
橋
壞
墮
水
、
直
至
潭
底
。
水
中

有
令
人
扶
尚
書
出
、
遂
冉
冉
至
水
上
。
頲
遂
得
濟
。（
出
『
廣
異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
蘇
頲 

始
め
て
烏
程
の
尉
と
為
る
。
暇
日
、
曾
て
同
寮
と
舟
を
汎う

か
べ
て
渓
に
沿そ

ふ
。
酔
後 

諷
詠
し
、
因
り
て
道
磯
寺
に
至
る
。
寺
前
は

是 

霅た
ふ

渓け
い

の
最
も
深
き
処
に
し
て
、
此
の
水 

深
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ず
。

中
に
蛟
螭
有
り
、
代よ

よ
人
の
患
ひ
と
為
る
。
頲 

酔
ひ
に
乗
じ
て
歩
行
し
、

還
る
に
駱
駝
橋
よ
り
す
。
橋
の
壊や
ぶ

る
る
に
遇
ひ
て
水
に
堕
ち
、
直
ち
に
潭

底
に
至
る
。
水
中
に
人
を
し
て
尚
書
を
扶た
す

け
て
出
だ
さ
し
む
る
有
り
、
遂

に
冉
冉
と
し
て
水
上
に
至
る
。
頲 

遂
に
済す
く

は
る
る
を
得
。

〔
語
注
〕

○
蘇
頲　

六
七
〇
～
七
二
七
。
唐
の
詩
人
。
京
兆
武
功
の
人
。
字
は
廷
碩
。

開
元
四
年
（
七
一
六
）
に
宰
相
と
な
り
、
賢
宰
相
と
謳
わ
れ
た
。
父
の
瑰

の
跡
を
継
い
で
許
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
八
十
八
、『
新
唐

書
』
巻
一
百
二
十
五
に
伝
が
あ
る
。
○
烏
程　

現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
。

○
道
磯
寺　

未
詳
。
○
霅
溪　

浙
江
省
天
目
山
か
ら
流
れ
出
し
、
烏
程
を

通
っ
て
太
湖
に
注
ぐ
川
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
九
十
四
「
江
南
道
・
湖
州
・

烏
程
県
」
に
「
霅
溪
、
在
縣
東
南
一
里
。
凡
四
水
合
爲
一
溪
。
自
浮
玉
山

曰
苕
溪
、
自
銅
峴
山
曰
前
溪
、
自
天
目
山
曰
餘
不
溪
、
自
德
淸
縣
前
北
流

至
州
南
興
國
寺
前
曰
霅
溪
。」（
霅
渓
は
、
県
の
東
南
一
里
に
在
り
。
凡
そ

四
水 

合
し
て
一
渓
と
為
る
。
浮
玉
山
よ
り
す
る
を
苕
渓
と
曰
ひ
、
銅
峴

山
よ
り
す
る
を
前
渓
と
曰
ひ
、
天
目
山
よ
り
す
る
を
余
不
渓
と
曰
ひ
、
徳

清
県
前
よ
り
北
流
し
て
州
南
の
興
国
寺
の
前
に
至
る
を
霅
渓
と
曰
ふ
。）

と
あ
る
。
○
駱
駝
橋　

橋
の
名
。
霅
渓
に
架
か
っ
て
い
た
。『
太
平
寰
宇

記
』
巻
九
十
四
「
江
南
道
・
湖
州
・
烏
程
県
」
に
「
駱
駝
橋
、
唐
垂
拱
元

年
造
。
以
橋
形
似
駱
駝
之
背
、故
名
之
。
…
（
中
略
）
…
在
霅
溪
上
。」（
駱

駝
橋
、
唐
垂
拱
元
年 

造
る
。
橋
の
形
の
駱
駝
の
背
に
似
た
る
を
以
て
、

故
に
之
に
名
づ
く
。
…
（
中
略
）
…
霅
渓
の
上
に
在
り
。）
と
あ
る
。
○

水
中
有
令
人
扶
尚
書
出　
「
尚
書
」
と
は
蘇
頲
の
こ
と
。
蘇
頲
は
礼
部
尚

書
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
が
地
の
文
な
ら
ば
突
然
蘇
頲
の
こ
と
を

尚
書
と
呼
ぶ
の
は
お
か
し
い
の
で
、
脱
文
が
あ
る
か
。
丁
玉
琤
等
主
編

『
白
話
太
平
広
記
』（
河
北
教
育
出
版
社 

一
九
九
五
年
）
は
「
苏
颋
自
忖

必
死
无
疑
。
这
时
忽
然
听
到
有
人
说

：“
快
把
尚
书
大
人
扶
出
去
！
”」
と

補
っ
て
訳
し
て
い
る
。
○
『
廣
異
記
』　

中
唐
の
戴
孚
が
編
纂
し
た
伝
奇

集
。
顧
況
の
「
戴
氏
広
異
記
序
」
に
よ
れ
ば
、
も
と
二
十
巻
あ
っ
た
。
既

に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
輯
本
が
数
種
存
在
す
る
。
作
者
戴
孚
は
至
徳

二
年
（
七
五
七
）
に
顧
況
と
と
も
に
進
士
に
及
第
し
、
校
書
郎
を
経
て
、
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饒
州
（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
一
帯
）
の
録
事
参
軍
に
な
り
、
五
十
七
歳

で
没
し
た
。

〔
訳
文
〕

　

唐
の
蘇
頲
が
烏
程
の
尉
と
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
休
日
に
役
人
仲
間
と

と
谷
川
で
船
遊
び
を
し
た
。
酔
っ
払
っ
て
詩
を
口
ず
さ
み
つ
つ
、
道
磯
寺

ま
で
や
っ
て
来
た
。
寺
の
前
は
霅
渓
の
一
番
深
い
所
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

深
さ
か
分
か
ら
な
い
程
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
蛟
が
住
ん
で
い
て
、
代
々

人
に
害
を
与
え
て
い
た
。
蘇
頲
は
酔
っ
た
勢
い
で
、
駱
駝
橋
の
と
こ
ろ
か

ら
歩
い
て
帰
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
橋
の
ち
ょ
う
ど
壊
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
行
き
当
た
っ
て
川
に
落
ち
て
し
ま
い
、
真
っ
直
ぐ
淵
の
底
ま
で
沈
ん

で
し
ま
っ
た
。
す
る
と
水
中
に
蘇
頲
を
助
け
出
さ
せ
る
者
が
い
て
、
そ
の

ま
ま
ゆ
っ
く
り
水
面
ま
で
昇
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
蘇
頲
は
助
か
っ
た

の
で
あ
る
。

○
89
「
鬪
蛟
」

〔
本
文
〕

　

唐
天
寶
末
、
歙
州
牛
與
蛟
鬪
。
初
水
中
蛟
殺
人
及
畜
等
甚
衆
。
其
牛
因

飮
、
爲
蛟
所
繞
、
直
入
潭
底
水
中
、
便
爾
相
觸
。
數
日
牛
出
、
潭
水
赤
。

時
人
謂
爲
蛟
死
。（
出
『
廣
異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
天
宝
の
末
、
歙
州
の
牛
と
蛟
と
闘
ふ
。
初
め
水
中
の
蛟 

人
及
び

畜
等
を
殺
す
こ
と
甚
だ
衆お
ほ

し
。
其
の
牛 

飲
む
に
因
り
て
、
蛟
の
繞め
ぐ

る
所

と
為
り
、
直
ち
に
潭
底
の
水
中
に
入
り
、
便
爾
と
し
て
相
触
る
。
数
日
に

し
て
牛 

出
で
、
潭
水 

赤
し
。
時
人 

謂
ひ
て
蛟 

死
せ
り
と
為
す
。

〔
語
注
〕

○
歙
州  

現
在
の
安
徽
省
歙
県
。
○
便
爾  

す
な
わ
ち
。「
爾
」
は
「
然
」

に
同
じ
く
、
形
容
詞
や
副
詞
な
ど
の
後
に
付
く
助
字
。
○
『
廣
異
記
』　

中
唐
の
戴
孚
が
編
纂
し
た
伝
奇
集
。
顧
況
の
「
戴
氏
広
異
記
序
」
に
よ
れ

ば
、
も
と
二
十
巻
あ
っ
た
。
既
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
が
、
輯
本
が
数
種

存
在
す
る
。
作
者
戴
孚
は
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
に
顧
況
と
と
も
に
進
士

に
及
第
し
、
校
書
郎
を
経
て
、
饒
州
（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
一
帯
）
の

録
事
参
軍
に
な
り
、
五
十
七
歳
で
没
し
た
。

〔
訳
文
〕

　

唐
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
～
七
五
六
）
の
末
、
歙
州
の
牛
が
蛟
と
戦
っ

た
。
最
初
、
川
の
中
の
蛟
が
人
や
家
畜
を
殺
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

牛
が
川
の
水
を
飲
ん
で
い
る
と
蛟
に
巻
き
付
か
れ
、
真
っ
直
ぐ
淵
の
底
に

引
き
ず
り
込
ま
れ
た
が
、
す
ぐ
に
ぶ
つ
か
り
合
い
に
な
っ
た
。
数
日
経
っ

て
牛
が
浮
か
び
出
て
く
る
と
、
淵
の
水
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
。
時
の

人
々
は
蛟
が
死
ん
だ
の
だ
と
考
え
た
。

○
90
「
洪
氏
女
」

〔
本
文
〕

　

歙
州
祁
門
縣
蛟
潭
。
俗
傳
武
陵
鄕
有
洪
氏
女
、
許
嫁
與
鄱
陽
黎
氏
。
將

娶
、
吉
日
未
定
、
蛟
化
爲
男
子
。
貌
如
其
壻
、
具
禮
而
娶
去
。

　

後
月
餘
、
黎
氏
始
到
、
知
爲
蛟
所
娶
、
遂
就
蛟
穴
求
之
。
於
路
逢
其
蛟

化
爲
人
、
容
貌
殊
麗
。
其
壻
心
疑
爲
蛟
、
視
、
見
蛟
竊
笑
、
遂
殺
之
。
果
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復
蛟
形
。

　

又
前
到
蛟
穴
、
見
其
妻
。
并
一
犬
在
妻
之
旁
。
乃
取
妻
及
犬
以
歸
。
始

登
船
、
而
風
雨
暴
至
、
木
石
飛
騰
。
其
妻
及
犬
、
皆
化
爲
蛟
而
去
。
其
壻

爲
惡
風
飄
到
餘
姚
、
後
數
年
歸
焉
。

　

其
後
道
人
許
旌
陽
又
斬
蛟
于
此
、
仍
以
板
窒
其
穴
。
今
天
淸
日
朗
、
尚

有
彷
佛
見
之
。（
出
『
歙
州
圖
經
』）

〔
訓
読
〕

　

歙
州
祁
門
県
に
蛟
潭
あ
り
。
俗
に
伝
ふ 

武
陵
郷
に
洪
氏
の
女
有
り
、

許
嫁
し
て
鄱
陽
の
黎
氏
に
与
ふ
。
将
に
娶め
と

ら
ん
と
し
、
吉
日 

未
だ
定
ま

ら
ざ
る
に
、
蛟 

化
し
て
男
子
と
為
る
。
貌 

其
の
婿
の
如
く
、
礼
を
具
へ

て
娶
り
去
る
。

　

後
月
余
、
黎
氏 

始
め
て
到
り
、
蛟
の
娶
る
所
と
為
る
を
知
り
、
遂
に

蛟
の
穴
に
就
き
て
之
を
求
む
。
路
に
於
い
て
其
の
蛟
の
化
し
て
人
と
為
る

に
逢
ひ
、
容
貌 

殊
に
麗
し
。
其
の
婿 

心
に
蛟
為
る
か
と
疑
ひ
、
視
る
に
、

蛟
の
窃ひ
そ

か
に
笑
ふ
を
見
、
遂
に
之
を
殺
す
。
果
し
て
蛟
の
形
に
復
す
。

　

又
た
前す
す

み
て
蛟
の
穴
に
至
り
、
其
の
妻
を
見
る
。
并な
ら

び
に
一
犬 
妻
の

旁
に
在
り
。
乃
ち
妻
及
び
犬
を
取
り
て
以
て
帰
る
。
始
め
船
に
登
る
に
、

而
る
に
風
雨 

暴に
は

か
に
至
り
、
木
石 

飛
騰
す
。
其
の
妻
及
び
犬
、
皆 
化

し
て
蛟
と
為
り
て
去
る
。
其
の
婿 

悪
風
の
飄
ひ
る
が
へ

す
と
こ
ろ
と
為
り
て
余

姚
に
到
り
、
後
数
年
に
し
て
帰
る
。

　

其
の
後 

道
人
許き
よ

旌せ
い

陽や
う 

又
た
蛟
を
此
に
斬
り
、
仍よ

り
て
板
を
以
て
其
の

穴
を
窒ふ
さ

ぐ
。
今 

天 

清
く 

日 

朗あ
き

ら
か
な
れ
ば
、
尚
ほ
彷は
う

彿ふ
つ

と
し
て
之
を

見
る
有
り
。

〔
語
注
〕

○
歙
州　

現
在
の
安
徽
省
歙
県
。
○
祁
門
縣　

現
在
の
安
徽
省
祁
門
県
。

○
武
陵
鄕  

未
詳
。
武
陵
郡
の
こ
と
か
。
武
陵
郡
は
洞
庭
湖
の
西
岸
に
在

り
、
今
の
湖
南
省
常
徳
市
の
東
。
○
鄱
陽　

鄱
陽
湖
東
岸
の
県
名
。
現
在

の
江
西
省
鄱
陽
県
。
○
餘
姚　

現
在
の
浙
江
省
余
姚
市
附
近
。
○
道
人
許

旌
陽
又
斬
蛟
于
此　

許
旌
陽
は
晋
の
道
士
許
遜
（
二
三
九
～
三
〇
一
）
の

こ
と
。
字
は
敬
之
。
道
術
を
呉
猛
に
学
び
、
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
る
。
官
は

旌
陽
令
。
後
に
官
を
辞
し
て
西
山
で
修
行
し
た
。
寧
康
年
間
（
三
七
三
～

三
七
五
）
の
初
め
、
眷
属
と
と
も
に
昇
天
し
、
游
帷
観
に
祀
ら
れ
た
と
い

う
。
後
世
、
浄
妙
道
と
い
う
道
教
教
団
の
祖
師
と
さ
れ
た
。
許
遜
が
蛟
を

斬
っ
た
と
い
う
話
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、『
十
二
真
君
伝
』「
許
真
君
」

（『
太
平
広
記
』
巻
十
四
所
引
）
な
ど
に
記
述
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
後
に

は
『
警
世
通
言
』
巻
四
十
「
旌
陽
宮
鉄
樹
鎮
妖
」
等
の
白
話
小
説
の
題

材
に
も
な
っ
て
い
る
。
○『
歙
州
圖
經
』　

唐
代
に
作
ら
れ
た
地
理
書
。「
歙

州
」
は
現
在
の
安
徽
省
歙
県
。
宋
の
羅
願
撰
『
新
安
志
』
序
に
「
唐
有
『
歙

州
圖
經
』、
國
朝
太
平
興
國
中
詔
編
『
廣
記
』、
往
往
摭
取
之
。」（
唐
に
『
歙

州
図
経
』
有
り
、
国
朝
太
平
興
国
中
に
詔
あ
り
て
『
広
記
』
を
編
し
、
往

往
に
し
て
之
を
摭
取
す
。）
と
あ
り
、
唐
代
の
撰
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る

が
、
撰
者
は
未
詳
。『
太
平
広
記
』
に
は
六
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

歙
州
祁
門
県
に
蛟
が
住
む
潭
が
あ
る
。
世
に
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
武
陵
郷
の
洪
氏
の
娘
が
鄱
陽
の
黎
氏
と
結
婚
の
約
束
を
し
て
い
た
。

い
よ
い
よ
嫁
ぐ
こ
と
に
な
り
、
ま
だ
吉
日
を
定
め
て
い
な
い
内
に
、
蛟
が
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婿
そ
っ
く
り
の
男
性
に
姿
を
変
え
て
、
礼
物
を
整
え
て
娘
を
迎
え
て
行
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

一
月
ほ
ど
経
っ
て
や
っ
と
黎
氏
が
や
っ
て
来
て
、
娘
が
蛟
に
連
れ
て
行

か
れ
た
の
だ
と
分
か
っ
た
の
で
、
蛟
の
巣
穴
に
娘
を
探
し
に
行
っ
た
。
道

中
、
蛟
が
美
し
い
人
間
に
姿
を
変
え
て
現
れ
た
が
、
婿
が
心
中
こ
い
つ
は

蛟
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
蛟
が
こ
っ
そ
り
笑
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
そ
の
ま
ま
殺
し
た
。
果
し
て
蛟
は
正
体
を
現
し
た
。

　

ま
た
歩
み
を
進
め
て
蛟
の
巣
穴
に
た
ど
り
着
く
と
、
妻
と
な
る
は
ず
の

女
性
が
お
り
、
犬
が
一
匹
妻
の
側
に
い
た
。
そ
こ
で
妻
と
犬
を
連
れ
て
帰

る
こ
と
に
し
た
。
船
に
乗
る
と
す
ぐ
に
風
や
雨
が
急
に
起
こ
り
、
木
や
石

が
捲
き
上
げ
ら
れ
た
。
妻
と
犬
は
ど
ち
ら
も
蛟
に
姿
を
変
え
て
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
婿
は
暴
風
で
余
姚
ま
で
吹
き
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
数

年
か
か
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
道
士
の
許
旌
陽
が
こ
こ
で
蛟
を
斬
り
、
そ
う
し
て
板
で
こ
の

蛟
の
巣
穴
を
塞
い
だ
。
今
で
も
天
が
晴
れ
渡
っ
て
日
が
明
ら
か
に
輝
い
て

い
れ
ば
、
ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。

○
91
「
洪
貞
」

〔
本
文
〕

　

鷄
籠
山
在
婺
源
縣
南
九
十
五
里
。
高
一
百
六
十
丈
、
廻
環
一
十
五
里
九

十
歩
。
形
如
鷄
籠
焉
。

　

唐
開
元
中
、
有
蛟
龍
變
爲
道
人
。
歙
人
洪
貞
以
弟
子
之
禮
師
之
。
道
流

將
卜
居
、
尋
諸
名
山
。
到
黄
山
、
貞
問
此
山
何
如
。
道
流
曰
、「
確
而
寒
。」

次
到
飛
布
山
、
又
問
之
。
道
流
曰
、「
高
而
無
輔
。」
到
此
山
、
又
問
之
。

道
流
曰
、「
此
山
宜
葬
。
葬
者
可
致
侯
王
。
不
然
、
即
出
妖
怪
而
已
。」
貞

問
其
所
以
、
而
不
之
告
。
道
流
于
室
中
寢
。
貞
入
、
但
見
蛟
龍
。
由
是
候

睡
覺
而
辭
歸
、
道
流
遂
入
鄱
陽
而
去
。
貞
歸
、
遷
其
父
於
此
山
。
後
二
年
、

鄱
陽
洪
水
大
發
、
漂
蕩
數
千
家
。

　

貞
本
好
道
、
常
焚
香
持
念
、
頗
有
方
術
。
居
於
祁
南
之
廻
玉
鄕
、
鄕
人

遂
稱
其
變
現
神
通
。
將
圖
非
望
、
潛
署
百
官
、
州
中
豪
傑
皆
應
之
。
後
州

發
兵
就
捕
、
獲
數
十
人
。
而
貞
竟
不
知
所
在
。（
出
『
述
異
記
』。
陳
校
本

作
出
『
婺
州
圖
經
』）

〔
訓
読
〕

　

鶏
籠
山
は
婺
源
県
の
南
九
十
五
里
に
在
り
。
高
さ
一
百
六
十
丈
、
廻
環 

一
十
五
里
九
十
歩
。
形 

鶏
籠
の
如
し
。

　

唐
の
開
元
中
、
蛟
竜
有
り 

変
じ
て
道
人
と
為
る
。
歙
人
洪
貞 

弟
子
の

礼
を
以
て
之
を
師
と
す
。
道
流 

将
に
居
を
卜
せ
ん
と
し
、
諸
名
山
を
尋

ぬ
。
黄
山
に
到
り
、
貞 

此
の
山
は
何
如
と
問
ふ
。
道
流
曰
く
、「
確か
た

く
し

て
寒
し
」
と
。
次
い
で
飛
布
山
に
到
り
、
又
た
之
に
問
ふ
。
道
流
曰
く
、

「
高
く
し
て
輔
無
し
」
と
。
此
の
山
に
到
り
、
又
た
之
に
問
ふ
。
道
流
曰

く
、「
此
の
山 

宜
し
く
葬
る
べ
し
。
葬
り
し
者
は
侯
王
を
致
す
べ
し
。
然し
か

ら
ず
ん
ば
、
即
ち
妖
怪
を
出
す
の
み
」
と
。
貞 

其
の
所ゆ
ゑ
ん以
を
問
ふ
も
、

之
に
告
げ
ず
。
道
流 

室
中
に
于お

い
て
寝
ぬ
。
貞 

入
れ
ば
、
但
だ
蛟
竜
を

見
る
の
み
。
是
に
由
り
て
睡
の
覚
む
る
を
候ま

ち
て
辞
し
帰
り
、
道
流 

遂

に
鄱
陽
に
入
り
て
去
る
。
貞 

帰
り
、
其
の
父
を
此
の
山
に
遷
す
。
後
二

年
、
鄱
陽 

洪
水 
大
い
に
発
し
、
数
千
家
を
漂
蕩
す
。
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貞 

本も
と

よ
り
道
を
好
み
、
常
に
香
を
焚
き
持
念
し
、
頗
る
方
術
有
り
。

祁
南
の
廻
玉
郷
に
居
り
、
郷
人 

遂
に
其
の
変
現
神
通
を
称た
た

ふ
。
将
に
非

望
を
図
ら
ん
と
し
、
百
官
を
潜
署
し
、
州
中
の
豪
傑 

皆 

之
に
応
ず
。
後

州 

兵
を
発
し
て
捕
に
就つ

か
し
め
、
数
十
人
を
獲
。
而
る
に
貞 

竟
に
在
る

所
を
知
ら
ず
。

〔
語
注
〕

○
鷄
籠
山　

山
名
。
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
富
陽
区
の
北
。『
読
史
方
輿

紀
要
』
巻
八
十
四
「
江
西
」
に
「
雞
籠
山　

府
西
十
里
。
其
山
盤
旋
聳
秀
、

下
枕
大
江
。
…
（
中
略
）
…
相
近
者
又
有
釣
磯
山
。」（
鶏
籠
山　

府
の
西

十
里
。
其
の
山 

盤
旋
聳
秀
に
し
て
、
下 
大
江
に
枕
す
。
…
（
中
略
）
…

相
近
き
者 

又
た
釣
磯
山
有
り
。）
と
あ
る
。
ま
た
杜
光
庭
『
洞
天
福
地
嶽

瀆
名
山
記
』「
七
十
二
福
地
」（『
正
統
道
蔵
』
洞
玄
部
紀
伝
類
）
に
「
鷄

籠
山
、
在
和
州
歴
陽
縣
。」（
鶏
籠
山
、
和
州
歴
陽
県
に
在
り
。）
と
あ
り
、

こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
現
在
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
一
帯
。
○
婺
源
縣　

県
名
。

現
在
の
江
西
省
婺
源
県
の
北
西
。
○
道
人
・
道
流　

道
を
得
た
人
。
僧
侶

と
道
士
の
両
義
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
道
士
の
意
か
。
○
歙　

県
名
。
現

在
の
安
徽
省
歙
県
。
○
洪
貞　

未
詳
。
正
史
に
は
見
え
な
い
。
○
黄
山　

山
名
。
現
在
の
安
徽
省
歙
県
の
北
西
。
古
来
仙
境
を
思
わ
せ
る
景
観
で
名

高
い
。
○
確　

土
が
か
た
い
こ
と
。
○
飛
布
山　

山
名
。
現
在
の
安
徽
省

歙
県
の
北
。
水
が
布
の
よ
う
に
噴
き
出
し
て
い
る
か
ら
言
う
。
○
妖
怪　

怪
し
げ
な
出
来
事
、
事
件
。
○
鄱
陽　

鄱
陽
湖
東
岸
の
県
名
。
現
在
の
江

西
省
鄱
陽
県
。
○
持
念　

仏
教
用
語
で
、
正
法
を
心
に
持
し
て
忘
れ
な
い

こ
と
。
○
祁
南
之
廻
玉
鄕　
「
祁
南
」
は
祁
陽
に
同
じ
か
。
祁
陽
県
は
現

在
の
湖
南
省
祁
陽
県
の
西
。「
廻
玉
鄕
」
は
未
詳
。
○
非
望　

身
分
不
相

応
の
望
み
。
こ
こ
で
は
先
の
道
士
の
予
言
を
受
け
て
、
王
侯
と
な
る
望
み
。

○
署　

部
局
を
設
け
る
こ
と
。
○
『
述
異
記
』　
『
述
異
記
』
に
は
二
種

あ
り
、
一
つ
は
南
朝
斉
の
祖
沖
之
の
作
。
原
書
十
巻
は
す
で
に
散
逸
し
、

魯
迅
の
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
逸
文
九
十
則
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
梁
の
任
昉
の
作
だ
と
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
後
人
の
仮
託
。
全
二
巻

で
、
増
訂
漢
魏
叢
書
・
百
子
全
書
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
こ
の
話

は
ど
ち
ら
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
唐
代
を
舞
台
に
し
て
い
る
の

で
時
代
も
合
わ
な
い
。
○
『
婺
州
圖
經
』　

未
詳
。
婺
州
に
関
す
る
地
誌

の
類
か
。
婺
州
は
浙
江
省
金
華
市
を
中
心
と
す
る
浙
江
省
中
心
部
一
帯
の

地
域
。

〔
訳
文
〕

　

鶏
籠
山
は
婺
源
県
の
南
九
十
五
里
（
五
三
．
一
八
一
㎞
）
に
あ
る
。
高

さ
は
百
六
十
丈
（
四
九
七
ｍ
）、
周
囲
十
五
里
九
十
歩
（
約
八
．
五
三
六

㎞
）。
形
は
鳥
か
ご
の
よ
う
で
あ
る
。

　

唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）、
蛟
竜
が
道
士
に
姿
を
変
え
た
。

歙
の
人
洪
貞
は
弟
子
の
礼
を
と
っ
て
こ
れ
に
師
事
し
た
。
道
士
は
占
い
で

住
居
を
建
て
る
場
所
を
定
め
よ
う
と
、
各
地
の
名
山
を
尋
ね
歩
い
た
。
黄

山
に
た
ど
り
着
き
、
洪
貞
が
こ
の
山
は
い
か
が
で
す
か
と
訊
ね
る
と
、
道

士
は
「
こ
の
山
は
地
質
が
堅
く
て
寒
い
。」
と
答
え
た
。
続
い
て
飛
布
山

に
た
ど
り
着
き
、
ま
た
訊
ね
る
と
、
道
士
は
「
こ
の
山
は
高
く
て
周
囲
に

助
け
る
山
が
無
い
。」
と
答
え
た
。
こ
の
鶏
籠
山
に
た
ど
り
着
き
、
ま
た

訊
ね
る
と
、
道
士
は
「
こ
の
山
は
墓
を
建
て
る
の
に
宜
し
い
。
葬
っ
た
者
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は
王
侯
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
妖
異
が
起
こ
る
で
あ

ろ
う
。」
と
言
っ
た
。
貞
が
訳
を
訊
ね
て
も
教
え
ず
、
道
士
は
部
屋
で
寝

て
し
ま
っ
た
。
洪
貞
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
中
に
は
蛟
竜
し
か

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
洪
貞
は
道
士
が
目
を
覚
ま
す
の
を
待
っ
て
別
れ
を

告
げ
、
道
士
は
鄱
陽
へ
と
去
っ
た
。
洪
貞
は
故
郷
へ
帰
り
、
父
を
こ
の
鶏

籠
山
に
改
葬
し
た
。
二
年
後
、
鄱
陽
で
は
大
洪
水
が
起
こ
り
、
数
千
も
の

家
々
が
流
さ
れ
た
。

　

洪
貞
は
も
と
も
と
道
を
好
み
、
い
つ
も
香
を
焚
い
て
心
に
経
典
を
念
じ

て
お
り
、
様
々
な
方
術
が
使
え
た
。
祁
南
の
廻
玉
郷
に
住
ん
で
お
り
、
村

人
達
は
彼
の
変
幻
自
在
な
力
を
賞
賛
し
て
い
た
。
洪
貞
が
分
不
相
応
な
望

み
を
抱
い
て
密
か
に
様
々
な
官
職
を
定
め
る
と
、
州
中
の
豪
傑
達
が
皆
呼

応
し
た
。
後
に
州
は
兵
を
出
し
て
逮
捕
に
乗
り
出
し
、
数
十
人
を
捕
ら
え

た
。
し
か
し
洪
貞
は
と
う
と
う
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

○
92
「
老
蛟
」

〔
本
文
〕

　

蘇
州
武
丘
寺
山
。
世
言
呉
王
闔
閭
陵
、
有
石
穴
。
出
于
岩
下
、
若
嵌
鑿

状
。
中
有
水
、
深
不
可
測
。
或
言
秦
王
鑿
取
劍
之
所
。

　

唐
永
泰
中
、
有
少
年
經
過
。
見
一
美
女
、
在
水
中
浴
。
問
少
年
同
戲
否
、

因
前
牽
拽
。
少
年
遂
解
衣
而
入
、
因
溺
死
。
數
日
、
尸
方
浮
出
、
而
身
盡

乾
枯
。
其
下
必
是
老
蛟
潛
窟
、
媚
人
以
吮
血
故
也
。
其
同
行
者
述
其
状
云
。

（
出
『
通
幽
記
』）

〔
訓
読
〕

　

蘇
州
に
武
丘
寺
山
あ
り
。
世
に
言
ふ 

呉
王
闔か
ふ

閭り
よ

の
陵
に
、
石
穴
有
り
。

岩
下
よ
り
出
で
、
嵌か
ん

鑿さ
く

の
状
の
若
し
。
中
に
水
有
り
、
深
き
こ
と
測
る
べ

か
ら
ず
。
或
い
は
秦
王
の
鑿
ち
て
剣
を
取
ら
ん
と
す
る
の
所
と
言
ふ
。

　

唐
の
永
泰
中
、
少
年
の
経
過
す
る
有
り
。
一
美
女
の
、
水
中
に
在
り
て

浴
す
る
を
見
る
。
少
年
に
同と
も

に
戯
る
る
や
否
や
と
問
ひ
、
因
り
て
前す
す

み
て

牽
拽
す
。
少
年 

遂
に
衣
を
解
き
て
入
り
、
因
り
て
溺
死
す
。
数
日
に
し

て
、
尸 

方は
じ

め
て
浮
き
出
づ
る
に
、
而
る
に
身 

尽
く
乾
枯
す
。
其
の
下

必
ず
是 

老
蛟 

窟
に
潜
み
、
人
に
媚
び
て
以
て
血
を
吮す

ふ
が
故
な
り
。
其

の
同と
も

に
行
く
者 

其
の
状
を
述
ぶ
と
云
ふ
。

〔
語
注
〕

○
蘇
州　

現
在
の
江
蘇
省
東
南
部
一
帯
。
○
武
丘
寺
山　

現
在
の
江
蘇
省

蘇
州
市
の
北
に
あ
る
虎
丘
山
の
こ
と
。
呉
王
闔
閭
が
葬
ら
れ
た
と
言
わ
れ

る
。「
秦
王
鑿
取
劍
之
所
」
注
に
引
く
『
呉
地
記
』
を
参
照
。
○
呉
王
闔

閭
陵　

闔
閭
は
春
秋
戦
国
時
代
の
呉
の
王
。
諱
は
光
。
家
臣
の
孫
武
、
伍

子
胥
な
ど
の
助
け
を
得
て
呉
を
強
国
へ
と
成
長
さ
せ
た
が
、
越
王
勾
践
に

敗
れ
て
没
し
た
。
子
の
夫
差
は
父
の
恨
み
を
晴
ら
せ
と
い
う
言
葉
を
忘
れ

な
い
た
め
に
、
寝
台
に
薪
を
並
べ
て
眠
っ
た
と
い
う
「
臥
薪
」
の
故
事
で

知
ら
れ
る
。
闔
閭
の
死
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
に
は
「
十

九
年
夏
、
…
（
中
略
）
…
越
因
伐
呉
、
敗
之
姑
蘇
、
傷
呉
王
闔
廬
指
、
軍

却
七
里
。
呉
王
病
傷
而
死
。」（
十
九
年
夏
、
…
（
中
略
）
…
越 

因
り
て

呉
を
伐
ち
、
之
を
姑
蘇
に
敗
り
、
呉
王
闔
廬
の
指
を
傷
つ
け
、
軍 

却
く

こ
と
七
里
。
呉
王 
病
傷
し
て
死
す
。）
と
あ
る
だ
け
で
、
墓
に
つ
い
て
の



－ 71 －

記
載
は
無
い
。
次
項
「
秦
王
鑿
取
劍
之
所
」
注
に
引
く
『
呉
地
記
』
を
参

照
。
○
秦
王
鑿
取
劍
之
所　

秦
王
は
秦
始
皇
帝
の
こ
と
。
陸
広
微
『
呉
地

記
』
に
「
虎
邱
山
、
避
唐
太
祖
諱
、
改
爲
武
邱
山
。
又
名
海
湧
山
。
在
呉

縣
西
北
九
里
二
百
歩
。
闔
閭
葬
此
山
中
。
發
五
郡
之
人
作
冢
。
銅
椁
三
重
、

水
銀
灌
體
、
金
銀
爲
坑
。『
史
記
』
云
、
闔
閭
冢
在
呉
縣
閶
門
外
。
以
十

萬
人
治
冢
、
取
土
臨
湖
。
葬
經
三
日
、
白
虎
踞
其
上
。
故
名
虎
邱
山
。『
呉

越
春
秋
』
云
、
闔
閭
葬
虎
邱
、
十
萬
人
治
葬
。
經
三
日
、
金
精
化
爲
白
虎
、

蹲
其
上
。
因
號
虎
邱
。
秦
始
皇
東
巡
至
虎
邱
、
求
呉
王
寶
劍
、
其
虎
當
墳

而
踞
。
始
皇
以
劍
撃
之
不
及
、
誤
中
于
石
。
其
虎
西
走
二
十
五
里
忽
失
。

…
（
中
略
）
…
劍
無
復
獲
、
乃
陷
成
池
。
故
號
劍
池
。
池
傍
有
石
、
可
坐

千
人
、
號
千
人
石
。
其
山
本
晉
司
徒
王
珣
與
弟
司
空
王
瑉
之
別
墅
。
咸
和

二
年
、
捨
山
宅
爲
東
西
二
寺
、
立
祠
於
山
。」（
虎
邱
山
、
唐
太
祖
の
諱
を

避
け
、
改
め
て
武
邱
山
と
為
す
。
又
た
海
湧
山
と
名
づ
く
。
呉
県
の
西
北

九
里
二
百
歩
に
在
り
。
闔
閭 

此
の
山
中
に
葬
ら
る
。
五
郡
の
人
を
発
し

て
冢
を
作
ら
し
む
。
銅
椁 

三
重
、
水
銀
も
て
体
に
灌そ
そ

ぎ
、
金
銀
も
て
坑

を
為
す
。『
史
記
』
に
云
ふ
、「
闔
閭
の
冢
は
呉
県
閶
門
の
外
に
在
り
。
十

万
の
人
を
以
て
冢
を
治
め
し
め
、
土
を
取
り
て
湖
に
臨
む
。
葬
り
て
三
日

を
経
、
白
虎 

其
の
上
に
踞
う
づ
く
ま

る
。
故
に
虎
邱
山
と
名
づ
く
」
と
。『
呉
越

春
秋
』
に
云
ふ
、「
闔
閭 

虎
邱
に
葬
ら
れ
、
十
万
人
も
て
葬
を
治
む
。
三

日
を
経
、
金
精 

化
し
て
白
虎
と
為
り
、
其
の
上
に
蹲
る
。
因
り
て
虎
邱

と
号
す
」
と
。
秦
始
皇 

東
巡
し
て
虎
邱
に
至
り
、
呉
王
の
宝
剣
を
求
む

る
も
、
其
の
虎 

墳
に
当
た
り
て
踞
る
。
始
皇 

剣
を
以
て
之
を
撃
つ
も
及

ば
ず
、
誤
り
て
石
に
中
る
。
其
の
虎 

西
走
す
る
こ
と
二
十
五
里
に
し
て

忽
ち
失
ふ
。
…
（
中
略
）
…
剣 

復
た
獲
る
無
く
、
乃
ち
陥
ち
て
池
と
成

る
。
故
に
剣
池
と
号
す
。
池
の
傍
に
石
有
り
、
千
人
を
坐
せ
し
む
べ
く
、

千
人
石
と
号
す
。
其
の
山 

本 

晋
司
徒
王
珣
と
弟
司
空
王
瑉
の
別
墅
あ
り
。

咸
和
二
年
、
山
宅
を
捨
し
て
東
西
二
寺
と
為
し
、
祠
を
山
に
立
つ
。）
と

あ
り
、
少
な
く
と
も
唐
代
に
は
闔
閭
の
陵
に
副
葬
さ
れ
た
宝
剣
を
始
皇
帝

が
盗
掘
し
よ
う
と
し
て
叶
わ
ず
、
そ
の
時
穿
っ
た
穴
が
池
に
な
っ
た
と
い

う
伝
承
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
○
『
通
幽
記
』  

中
唐
・
陳
劭
が
編
纂
し
た

小
説
集
。『
新
唐
書
』
藝
文
志
は
一
巻
、『
崇
文
総
目
』
は
三
巻
と
す
る
が
、

既
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。『
太
平
広
記
』
に
は
二
十
七
話
が
採
録
さ
れ

て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

蘇
州
に
武
丘
寺
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
世
間
で
言
う
と
こ
ろ
よ
れ
ば
、

呉
王
闔
閭
の
陵
に
は
石
の
穴
が
あ
る
。
岩
の
下
か
ら
は
じ
ま
り
、
人
が
削

り
掘
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
水
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
ど

れ
く
ら
い
の
深
さ
か
は
分
か
ら
な
い
。
秦
王
が
堀
っ
て
剣
を
取
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

唐
の
永
泰
年
間
（
七
六
五
～
七
六
六
）、
若
者
が
こ
こ
を
通
り
か
か
る

と
、
美
女
が
水
の
中
で
一
人
水
浴
び
を
し
て
い
た
。
美
女
は
若
者
に
一
緒

に
遊
ば
な
い
か
と
声
を
か
け
、
そ
し
て
少
年
の
所
に
や
っ
て
来
て
引
っ

張
っ
て
い
っ
た
。
若
者
は
そ
こ
で
衣
を
脱
い
で
水
に
入
り
、
溺
れ
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
数
日
後
、
遺
体
が
や
っ
と
浮
か
び
出
た
が
、
身
体
は
か
ら
か

ら
に
乾
い
て
い
た
。
こ
の
水
の
底
に
は
き
っ
と
歳
経
た
蛟
が
穴
の
中
に
隠

れ
て
お
り
、
人
を
誑
か
し
て
血
を
吸
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
若
者
に
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同
行
し
て
い
た
者
が
そ
の
様
子
を
伝
え
た
と
い
う
。

○
93
「
武
休
潭
」

〔
本
文
〕

　

王
蜀
先
主
時
、
脩
斜
谷
閣
道
、
鳳
州
衙
將
白
（
忘
其
名
。）
掌
其
事
焉
。

至
武
休
潭
、
見
一
婦
人
浮
水
而
來
。
意
其
溺
者
、
命
僕
夫
鉤
至
岸
濱
。
忽

化
爲
大
蛇
、沒
於
潭
中
。
白
公
以
爲
不
祥
、因
而
致
疾
。
愚
爲
誦
岑
參
「
招

北
客
賦
」
云
、「
瞿
塘
之
東
、
下
有
千
歳
老
蛟
、
化
爲
婦
人
。
炫
服
靚
粧
、

游
於
水
濱
。」
白
公
聞
之
、
方
悟
蛟
也
。
厥
疾
尋
瘳
。

　

又
内
官
宋
愈
昭
、
自
言
於
柳
州
江
岸
、
爲
二
三
女
人
所
招
、
里
民
叫
而

止
之
。
亦
蛟
也
。
岑
賦
所
言
、
斯
足
爲
證
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

王
蜀
先
主
の
時
、
斜や

谷こ
く

の
閣
道
を
脩を
さ

む
る
に
、
鳳
州
の
衙
将 

白 

其
の

事
を
掌
る
。
武
休
潭
に
至
り
、
一
婦
人
の
水
に
浮
か
び
て
来
た
る
を
見
る
。

其
れ
溺
者
な
り
と
意お
も

ひ
、
僕
夫
に
命
じ
て
鉤
も
て
岸
浜
に
至
ら
し
む
。
忽

ち
化
し
て
大
蛇
と
為
り
、
潭
中
に
没
す
。
白
公 

以
て
不
祥
と
為
し
、
因

り
て
疾
を
致
す
。
愚わ
れ 

為
に
岑
参
「
招
北
客
賦
」
を
誦
し
て
云
ふ
、「
瞿
塘

の
東
、
下
に
千
歳
の
老
蛟
有
り
、
化
し
て
婦
人
と
為
る
。
炫ぐ
え
ん

服ぷ
く

靚せ
い

粧さ
う

し
、

水
浜
に
游
ぶ
」
と
。
白
公 

之
を
聞
き
、
方は
じ

め
て
蛟
と
悟
る
な
り
。
厥そ

の

疾 

尋
い
で
瘳い

ゆ
。

　

又
た
内
官
宋
愈
昭
、
自
ら
言
ふ 

柳
州
の
江
岸
に
於
い
て
、
二
三
の
女

人
の
招
く
所
と
為
る
も
、
里
民 

叫
び
て
之
を
止
む
と
。
亦
た
蛟
な
り
。

岑
賦
の
言
ふ
所
、
斯こ
れ 

証
と
為
す
に
足
る
。

〔
語
注
〕

○
王
蜀  

五
代
十
国
の
一
つ
、
前
蜀
（
八
九
一
～
九
二
五
）
の
こ
と
。
王

を
姓
と
す
る
の
で
、
王
蜀
と
い
う
。
西
川
節
度
使
王
建
が
東
川
、
山
南
西

道
、
荊
南
の
一
部
を
確
保
、
天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
の
唐
滅
亡
の
折
に
は

檄
を
飛
ば
し
て
諸
勢
力
を
糾
合
し
よ
う
と
し
た
が
応
ず
る
者
無
く
、
自
ら

帝
位
に
つ
い
て
国
号
を
蜀
と
し
た
。
後
主
王
衍
の
時
、
後
唐
荘
宗
に
滅
ぼ

さ
れ
る
。
○
先
主　

初
代
皇
帝
で
あ
る
王
建
（
八
四
七
～
九
一
八
、
在
位

八
四
七
～
九
一
八
）
の
こ
と
。
字
は
光
図
。
許
州
舞
陽
の
人
。
若
い
頃
は

無
頼
の
徒
で
あ
っ
た
が
、
黄
巣
の
乱
が
発
生
す
る
と
討
伐
軍
に
参
加
し
軍

功
を
上
げ
た
。
そ
の
後
、
神
策
軍
使
、
壁
州
刺
史
、
永
平
軍
節
度
使
な
ど

を
歴
任
、天
復
二
年
（
九
〇
三
）
に
蜀
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
天
祐
四
年
（
九

〇
七
）
に
唐
が
後
梁
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
、
皇
帝
を
称
し
て
国
号
を
大
蜀
と

定
め
た
。『
旧
五
代
史
』
巻
百
三
十
六
、『
新
五
代
史
』
巻
六
十
三
に
伝
が

あ
る
。
○
斜
谷　

現
在
の
陝
西
省
眉
県
の
西
南
。
褒
斜
道
の
東
口
に
当
た

る
。
○
閣
道　

山
中
の
険
し
い
崖
か
ら
崖
へ
渡
し
た
架
け
橋
。
桟
道
。
○

鳳
州　

現
在
の
陝
西
省
宝
鶏
市
の
南
西
部
一
帯
、
鳳
県
附
近
。
○
衙
將　

軍
府
中
の
武
官
。
○
武
休
潭　

未
詳
。「
武
休
」
は
褒
斜
道
に
あ
っ
た
蜀

へ
連
な
る
関
所
。『
方
輿
勝
覧
』
巻
六
十
九
「
鳳
州
」
に
「
武
休
、
饒
風

關
、
鳳
州
之
東
、
興
元
之
西
、
褒
斜
谷
在
焉
。
谷
口
三
山
、
翼
然
對
峙
、

南
曰
褒
、
北
曰
斜
。
在
唐
爲
驛
路
、
所
以
通
巴
漢
。」（
武
休
、
饒
風
関
は
、

鳳
州
の
東
、
興
元
の
西
、
褒
斜
谷 

焉
に
在
り
。
谷
口
の
三
山
、
翼
然
と

し
て
対
峙
し
、
南
を
褒
と
曰
ひ
、
北
を
斜
と
曰
ふ
。
唐
に
在
り
て
駅
路
と

為
り
、
巴
漢
に
通
ず
る
所
以
。）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
武
休
関
の
近
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隣
に
あ
っ
た
淵
の
名
か
。
○
岑
參
招
北
客
賦　

岑
参
（
七
一
五
？
～
七
七

〇
？
）
は
盛
唐
の
詩
人
。
粛
宗
の
時
嘉
州
刺
史
と
な
っ
た
の
で
、
岑
嘉
州

と
も
呼
ば
れ
る
。
辺
境
の
風
物
を
詠
っ
た
詩
が
多
く
、
辺
塞
詩
人
と
し
て

知
ら
れ
る
。
こ
の
話
で「
招
北
客
賦
」と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
岑
参「
招

北
客
文
」（『
岑
参
集
校
注
』
巻
五
）
に
「
瞿
塘
無
底
、
淺
處
萬
尺
、
啼
猿

哀
哀
、
腸
斷
過
客
。
復
有
千
歳
老
蛟
、
能
變
其
身
、
好
飮
人
血
。
化
爲
婦

人
、
炫
服
靚
粧
、
游
於
水
濱
。」（
瞿
塘
に
底
無
く
、
浅
き
処
も
万
尺
、
啼

猿 

哀
哀
と
し
て
、
過
客
を
腸
断
せ
し
む
。
復
た
千
歳
の
老
蛟
有
り
、
能

く
其
の
身
を
変
じ
、
好
み
て
人
血
を
飲
む
。
化
し
て
婦
人
と
為
り
、
炫
服

靚
粧
し
て
、
水
浜
に
游
ぶ
。）
と
あ
る
の
を
指
す
。
○
瞿
塘   

長
江
の
上

流
、
重
慶
市
奉
節
県
の
東
に
あ
る
峡
谷
。
巫
峡
、
西
陵
峡
と
と
も
に
三
峡

の
一
つ
。
○
内
官　

宦
官
の
こ
と
。
○
宋
愈
昭　

宦
官
の
名
。
新
旧
『
五

代
史
』
に
は
見
え
な
い
が
、『
北
夢
瑣
言
』
巻
二
十
「
頭
皆
不
見
」
に
「
僞

蜀
主
歸
命
時
、
内
官
宋
愈
昭
將
軍
數
員
。」（
偽
蜀
主
帰
命
の
時
、
内
官
宋

愈
昭 

軍
を
将ひ
き

ゐ
る
こ
と
数
員
。）
と
あ
る
。
○
柳
州　

現
在
の
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
柳
州
市
一
帯
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も

と
三
十
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、

五
代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ

て
荊
州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻

に
は
無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

前
蜀
の
先
主
の
時
、
斜
谷
の
桟
道
を
修
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
鳳
州
の

衙
将
白
公
が
そ
れ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
武
休
潭
ま
で
来
た
時
、

婦
人
が
一
人
川
に
浮
か
ん
で
こ
ち
ら
に
来
る
の
が
見
え
た
。
白
公
は
溺
れ

た
人
だ
と
思
い
、
召
使
い
に
命
じ
て
鉤
で
引
っ
か
け
て
岸
辺
に
引
き
上
げ

さ
せ
た
。
す
る
と
突
然
大
蛇
に
姿
を
変
え
、
淵
の
中
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

白
公
は
不
吉
だ
と
思
い
、
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
白
公
の
た
め

に
岑
参
「
招
北
客
賦
」
の
「
瞿
塘
の
東
、
そ
の
下
に
は
千
歳
の
老
蛟
が
お

り
、
婦
人
に
姿
を
変
え
る
。
目
も
眩
ま
ん
ば
か
り
に
美
し
く
装
い
、
水
辺

で
遊
ぶ
。」
と
い
う
一
節
を
暗
誦
し
た
。
白
公
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
や
っ

と
あ
の
婦
人
は
蛟
で
あ
っ
た
の
だ
と
悟
っ
た
。
病
は
ま
も
な
く
癒
え
た
。

　

ま
た
宦
官
の
宋
愈
昭
が
自
ら
言
う
に
は
、
柳
州
の
岸
辺
で
二
、
三
人
の

女
性
に
招
か
れ
た
が
、
里
の
人
が
止
め
る
の
で
や
め
た
と
い
う
。
こ
れ
も

蛟
で
あ
る
。
岑
参
が
賦
で
言
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
そ
の
証
拠
と
な
る
。

○
94
「
伐
蛟
」

〔
本
文
〕

　
「
月
令
」、「
季
秋
伐
蛟
取
鼉
。」
以
明
蛟
可
伐
而
龍
不
可
觸
也
。
蛟
之

爲
物
、
不
識
其
形
状
。
非
有
鱗
鬣
四
足
乎
。
或
曰
、
虯
蜧
蛟
蝹
、
状
如
蛇

也
。
南
僧
説
蛟
之
形
、
如
馬
蟥
。
即
水
蛭
也
。
涎
沫
腥
粘
、
掉
尾
纏
人
、

而
噬
其
血
。

　

蜀
人
號
爲
馬
絆
蛇
。
頭
如
猫
鼠
、
有
一
點
白
。
漢
州
古
城
潭
内
馬
絆
蛇
、

往
往
害
人
。
鄕
里
募
勇
者
伐
之
。
身
塗
藥
、
游
泳
於
潭
底
。
蛟
乃
躍
于
沙

汭
、
蟠
蜿
力
困
。
里
人
讙
譟
以
助
、
竟
斃
之
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）
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〔
訓
読
〕

　
「
月
令
」
に
、「
季
秋 

蛟
を
伐
ち
鼉だ

を
取
る
」
と
。
以
て
蛟
は
伐
つ
べ

き
も
竜
は
触
る
べ
か
ら
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
蛟
の
物
為
る
や
、

其
の
形
状
を
識
ら
ず
。
鱗り
ん

鬣れ
ふ

四
足
有
る
に
非
ず
や
。
或
る
ひ
と
曰
く
、

虯き
う

蜧れ
い

蛟か
う

蝹う
ん

は
、
状 
蛇
の
如
き
な
り
と
。
南
僧 

蛟
の
形
を
説
く
に
、
馬ば
く

蟥わ
う

の
如
し
と
。
即
ち
水
蛭
な
り
。
涎
沫 

腥
粘
あ
り
て
、
尾
を
掉ふ

り
人
に
纏

ひ
、
而
し
て
其
の
血
を
噬く

ら
ふ
。

　

蜀
人 

号
し
て
馬
絆
蛇
と
為
す
。
頭 

猫
鼠
の
如
く
、
一
点
の
白
有
り
。

漢
州
の
古
城
潭
の
内
の
馬
絆
蛇
は
、
往
往
に
し
て
人
を
害
す
。
郷
里 

勇

者
を
募
り
て
之
を
伐
た
ん
と
す
。
身
に
薬
を
塗
り
、潭
底
に
游
泳
す
。
蛟

乃
ち
沙さ

汭ぜ
い

に
躍
り
、
蟠は
ん

蜿わ
ん

し
て
力
困
す
。
里
人 

讙く
わ
ん
さ
う譟

し
て
以
て
助
け
、

竟
に
之
を
斃た
ふ

す
。

〔
語
注
〕

○
月
令　
『
礼
記
』
の
篇
名
。
孟
春
か
ら
季
冬
に
至
る
ま
で
の
十
二
ヶ
月

の
天
体
、
気
象
、
公
式
の
年
中
行
事
な
ど
に
つ
い
て
記
す
。『
礼
記
』「
月

令
」
篇
「
季
夏
」
に
「
命
漁
師
伐
蛟
取
鼉
、
登
龜
取
黿
。」（
漁
師
に
命
じ

て
蛟
を
伐
ち
鼉
を
取
り
、
亀
を
登す
す

め
て
黿ぐ
ゑ
ん

を
取
ら
し
む
。）
と
あ
る
。
鄭

玄
注
に
「
四
者
甲
類
、
秋
乃
堅
成
。」（
四
者
は
甲
類
に
し
て
、
秋 

乃
ち

堅
成
す
。）
と
あ
り
、
蛟
も
甲
羅
が
あ
る
生
き
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

○
鱗
鬣　

う
ろ
こ
と
ひ
れ
。「
鬣
」
は
魚
や
竜
の
顎
の
横
に
あ
る
小
ひ
れ
。

○
虯
蜧
蛟
蝹　
「
蜧
」
は
神
蛇
の
名
。
郭
璞
「
江
賦
」（『
文
選
』
巻
十
二
）

に
「

䗤
拂
翼
而
掣
耀
、
神
蜧
蝹
蜦
以
沈
遊
。」（

䗤 

翼
を
払
ひ
て
耀ひ
か
り

を
掣ひ

き
、
神
蜧 

蝹
蜦
と
し
て
以
て
沈
み
遊
ぶ
。）
と
あ
り
、
李
善
注
に
「『
山

海
經
』
曰
、

䗤
、
状
如
黄
蛇
、
魚
翼
、
出
入
有
光
。
郭
璞
曰
、
音
條
容
。

『
説
文
』
曰
、
蜧
、
蛇
屬
也
。
許
愼
『
淮
南
子
』
注
曰
、
黑
蜧
、
神
蛇
也
。

潛
於
神
泉
。
蝹
蜦
、
行
貌
。」（『
山
海
経
』
に
曰
く
、「

䗤
、
状 

黄
蛇

の
如
く
、
魚
翼
、
出
入
す
る
に
光
有
り
」
と
。
郭
璞
曰
く
、「
音 

条
容
」

と
。『
説
文
』
に
曰
く
、「
蜧
、
蛇
の
属
な
り
」
と
。
許
慎
『
淮
南
子
』
注

に
曰
く
、「
黒
蜧
は
、
神
蛇
な
り
。
神
泉
に
潜
む
」
と
。
蝹
蜦
は
、
行
く
貌さ
ま

な
り
。）
と
あ
る
。
李
善
注
に
従
え
ば
蝹
は
生
き
物
の
名
で
は
な
く
う
ね

う
ね
進
む
様
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
生
き
物
の
名
と
思
わ
れ

る
。○

水
蛭  

ヒ
ル
の
こ
と
。
水
中
に
い
て
、
人
の
血
を
吸
う
。○

涎
沫

　

「
涎
」
も
「
沫
」
も
よ
だ
れ
の
よ
う
な
、
粘
り
気
の
あ
る
液
体
。
○
馬
絆

蛇　

蛟
の
別
名
。『
埤
雅
』
巻
一
「
蛟
」
に
「
蛟
、
龍
屬
也
。
其
状
似
蛇

而
四
足
細
頸
。
頸
有
白
嬰
。
大
者
數
圍
、
卵
生
眉
交
、
故
謂
之
蛟
。
亦
蛟

能
交
首
尾
束
物
焉
。
故
謂
之
蛟
也
。
俗
呼
馬
絆
、
以
其
如
此
。」（
蛟
、
竜

の
属
な
り
。
其
の
状 

蛇
に
似
て
四
足
細
頚
。
頚
に
白
嬰
有
り
。
大
な
る

者
は
数
囲
、
卵
生
眉
交
、
故
に
之
を
蛟
と
謂
ふ
。
亦
た
蛟 

能
く
首
尾
を

交
へ
て
物
を
束
ぬ
。
故
に
之
を
蛟
と
謂
ふ
な
り
。
俗
に
馬
絆
と
呼
ぶ
は
、

其
の
此
の
如
き
を
以
て
す
。）
と
あ
る
。
○
猫
鼠　

未
詳
。
ネ
コ
や
ネ
ズ

ミ
の
よ
う
な
動
物
の
名
か
。
○
漢
州　

現
在
の
四
川
省
徳
陽
市
一
帯
。
○

古
城
潭　

未
詳
。
淵
の
名
か
。
○
沙
汭　
「
汭
」
は
入
り
江
の
こ
と
。
入

り
江
の
砂
浜
の
こ
と
か
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と

三
十
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五

代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て

荊
州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に



－ 75 －

は
無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
四
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　
『
礼
記
』「
月
令
」
に
「
九
月
に
蛟
と
鼉
を
狩
猟
す
る
。」
と
あ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
蛟
は
狩
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
竜
は
触
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
蛟
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
形
状
を
し
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
鱗
や
鰭
、
四
本
の
足
が
あ
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
あ
る
人
は
、
虯
や
蜧
、
蛟
、
蝹
は
蛇
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い

る
と
い
う
。
南
方
の
僧
は
蛟
の
形
を
馬
蟥
、
つ
ま
り
ヒ
ル
の
よ
う
だ
と
言

う
。
生
臭
い
粘
液
が
あ
っ
て
、
尾
を
振
っ
て
人
に
ま
と
わ
り
付
き
、
そ
の

血
を
吸
う
。

　

蜀
の
人
々
は
蛟
を
「
馬
絆
蛇
」
と
呼
ぶ
。
頭
は
ネ
コ
や
ネ
ズ
ミ
の
よ
う

で
、
白
い
点
が
一
つ
あ
る
。
漢
州
の
古
城
潭
の
中
の
馬
絆
蛇
は
し
ば
し
ば

人
に
危
害
を
加
え
て
い
た
。
郷
里
で
は
勇
気
あ
る
者
を
募
っ
て
退
治
す
る

こ
と
に
し
た
。
応
募
し
た
者
の
身
体
に
薬
を
塗
り
、
淵
の
底
を
泳
が
せ
た
。

蛟
は
砂
浜
に
躍
り
上
が
り
、
く
ね
く
ね
と
う
ね
っ
て
疲
れ
果
て
た
。
里
の

人
々
は
大
騒
ぎ
で
退
治
す
る
人
達
を
助
け
、
と
う
と
う
馬
絆
蛇
を
倒
し
た
。

（
了
）

                                                        

元
原
稿
製
作
者
・
編
集
担
当
者

　

◎
○
屋
敷　

信
晴　
　
　

項　

青　
　
　
　

○
福
本　

睦
美

　
　
　

西
田　

則
子　
　
　

山
下　

宣
彦　
　
　

山
田　

尚
子

　
　
　

平
山　

千
加
子　
　

寺
岡　

真
佐
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
○
は
編
集
担
当
者
、
◎
は
編
集
責
任
者
）
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